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は
じ
め
に

0
『
八
幡
御
祭
礼
之
次
第
』
の
検
討
と
石
水
博
物
館
本
と
の
照
応

⑦
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
本
の
検
討

お

わ
り
に

［論
文
要
旨
］

　
近
世
の
政
治
都
市
で
あ
る
城
下
町
を
始
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
都
市
に
お
け
る
祭
礼
に
お
い
て
、
，
つ

の
町

共
同
体
の
祭
礼
と
、
町
共
同
体
連
合
に
よ
る
城
下
惣
鎮
守
の
祭
礼
が
重
層
的
に
存
在
し
て
い
る

事
例
が
あ
る
。
本
稿
で
は
右
の
惣
町
祭
礼
の
視
点
よ
り
、
三
重
県
津
市
の
津
八
幡
宮
の
祭
礼
を
対
象

と
す
る
。
歴
博
所
蔵
の
伊
勢
津
八
幡
御
祭
礼
図
巻
一
巻
、
石
水
博
物
館
所
蔵
の
伊
勢
津
八
幡
神
社
祭

礼
画
巻
一
巻
を
検
討
し
、
三
重
県
立
図
書
館
所
蔵
の
『
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
寅
年
八
月
十
五

日
　
八
幡
御
祭
礼
之
次
第
』
を
紹
介
、
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
幕
末
の
一
城
下
町
の
惣
町
祭
礼

に
つ
い
て
考
え
る
。

　
江
戸

初
期
の
城
下
町
の
構
成
町
は
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）
の
「
町
年
寄
推
挙
文
書
」
に
よ
る
と

二

十
二
か
町
で
あ
る
。
『
勢
陽
雑
記
』
に
記
さ
れ
た
十
七
世
紀
半
ば
の
津
祭
礼
で
は
二
十
七
か
町
が

参
加
し
て
お
り
、
上
記
の
初
期
城
下
町
構
成
町
に
加
え
て
数
か
町
が
参
加
し
て
い
る
。
幕
末
の
祭
礼

に
お
け
る
町
方
行
列
に
は
、
文
献
史
料
で
は
津
城
下
二
十
八
町
が
、
歴
博
本
絵
巻
で
は
二
十
七
町
が

参
加
し
て
い
る
。
近
世
後
期
に
お
け
る
二
十
八
か
町
の
参
加
は
、
『
勢
陽
雑
記
』
に
比
す
る
と
、
ほ

と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
津
の
町
人
町
の
数
は
、
江
戸
中
期
、
四
十
数
か
町
の
町
名
が
報
告
さ
れ
て
お

り
、
江
戸
後
期
に
は
更
に
増
加
し
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
は
五
十
五
か
町
と
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
の

よ
う
に
、
幕
末
の
町
数
か
ら
す
る
と
、
八
幡
宮
祭
礼
に
は
町
人
町
の
内
の
半
数
強
の
町
し

か
参
加
し
て
い
な
い
。
こ
れ
で
惣
町
祭
礼
と
い
え
る
の
か
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

　
し
か
し
、
先
述
し
た
通
り
、
近
世
後
期
の
行
列
参
加
町
は
基
本
的
に
は
す
で
に
十
七
世
紀
半
ば
に

は

参
加
し
て
お
り
、
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
初
期
城
下
町
の
構
成
メ
ン
バ
ー
な
の
で
あ
っ
た
。

　
行
列
に
参
加
し
て
い
な
い
他
の
町
人
町
も
同
様
に
八
幡
宮
祭
礼
の
費
用
負
担
を
行
っ
て
お
り
、
二

十

八
町
は

歴
史
的
由
緒
を
も
っ
て
町
方
行
列
に
参
加
し
た
の
で
あ
る
。

　
次

に
、
出
し
物
の
特
色
は
津
の
町
人
の
謡
文
化
、
能
楽
の
素
養
が
反
映
し
て
い
る
点
を
指
摘
し
た
。

幕
末
の
津
八
幡
宮
祭
礼
の
出
し
物
は
、
津
の
富
裕
町
人
・
藩
上
層
部
・
家
臣
の
嗜
好
を
反
映
し
て
い

る
謡
、
謡
曲
の
世
界
を
中
心
に
形
作
ら
れ
て
い
た
。
最
後
に
謡
曲
が
い
か
に
町
人
に
親
し
ま
れ
て
い

た
か
を
示
す
一
例
と
し
て
、
当
時
の
津
町
人
の
一
家
に
伝
来
し
た
謡
本
を
検
証
し
た
。
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は
じ
め
に

　
］
村
（
一
共
同
体
）
の
氏
子
域
を
超
え
た
広
域
祭
祀
の
問
題
を
考
え
る
場
合
、
村

落
祭
祀
と
同
じ
様
に
、
あ
る
都
市
の
惣
鎮
守
の
祭
礼
で
あ
る
惣
町
祭
礼
に
つ
い
て
考

え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
近
世
の
政
治
都
市
で
あ
る
城
下
町
を
始
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
都
市
に
お
け
る
祭
礼
に

お

い

て
、
あ
る
一
つ
の
町
共
同
体
の
祭
礼
と
、
数
十
に
も
及
ぶ
場
合
も
あ
る
町
共
同

体
連
合
の

祭
礼
が
重
層
的
に
存
在
し
て
い
る
事
例
が
あ
る
。
筆
者
も
以
前
、
岡
山
東

照

宮
祭
礼
に
お
け
る
練
物
に
つ
い
て
考
察
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
（
「
祭
礼
の
練
物
」

『国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
七
七
集
　
一
九
九
九
年
）
。

　
本
稿
で
は
、
惣
町
祭
礼
の
視
点
よ
り
、
三
重
県
津
市
の
津
八
幡
宮
の
祭
礼
を
対
象

と
す
る
。
筆
者
は
す
で
に
、
戦
災
で
山
車
を
失
っ
た
戦
後
の
津
八
幡
宮
祭
礼
に
つ
い

て

小
論

を
発
表
し
て
お
り
、
本
稿
で
は
現
在
の
イ
ベ
ン
ト
祭
礼
、
「
津
ま
つ
り
」
に

つ
い
て

は

触
れ
な
い
（
「
山
車
を
失
っ
た
都
市
祭
礼
」
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編
『
民

俗
学
の
資
料
論
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
）
。

　
ま
た
、
近
世
前
期
の
同
祭
礼
に
関
し
て
は
、
今
後
、
研
究
成
果
を
発
表
す
る
予
定

で

あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
言
及
し
て
い
な
い
。

　
本
稿
で
は
、
歴
博
所
蔵
の
伊
勢
津
八
幡
御
祭
礼
図
巻
一
巻
（
以
下
、
歴
博
本
と
略

す
る
）
、
津
市
の
働
石
水
博
物
館
所
蔵
の
伊
勢
津
八
幡
神
社
祭
礼
画
巻
一
巻
（
以
下
、

石
水
本
と
略
す
る
）
を
検
討
し
、
三
重
県
立
図
書
館
所
蔵
の
『
天
保
十
三
年
（
一
八

四

二
）
寅
年
八
月
十
五
日
　
八
幡
御
祭
礼
之
次
第
』
を
紹
介
、
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
幕
末
に
お
け
る
一
城
下
町
の
惣
町
祭
礼
に
つ
い
て
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
津
八
幡
宮
は
江
戸
時
代
の
城
下
町
で
あ
る
津
町
全
体
の
惣
鎮
守
で
、
同
祭

礼

は
経
済
的
に
も
津
全
体
で
負
担
す
る
惣
町
祭
礼
、
津
藩
（
藤
堂
藩
）
主
催
の
祭
礼

で

あ
る
。
こ
の
祭
礼
の
風
流
の
特
徴
は
、
地
域
的
に
は
名
古
屋
東
照
宮
祭
礼
を
中
心

と
す
る
中
京
祭
礼
文
化
圏
の
な
か
に
位
置
付
け
ら
れ
よ
う
が
、
名
古
屋
と
同
様
、
画

像
資
料
が
多
く
残
り
都
市
祭
礼
の
一
つ
の
あ
り
方
を
提
示
で
き
る
。

　
以
後
、
『
津
市
史
』
（
梅
原
三
千
編
、
全
五
冊
、
一
九
五
九
～
六
九
年
）
、
『
三
重
県

の
地

名
』
（
平
凡
社
歴
史
地
名
大
系
、
一
九
八
三
年
）
に
よ
り
、
近
世
城
下
町
津
を
概

観
し
て
お
こ
う
。

　
津
城
下
は
伊
勢
平
野
中
部
の
安
濃
川
（
塔
世
川
）
と
岩
田
川
が
形
成
す
る
三
角
州

に
あ
る
。
本
丸
と
東
丸
・
西
丸
の
周
囲
を
ニ
ノ
丸
で
包
み
、
そ
の
外
側
を
囲
む
外
堀

を
挟
ん
で
、
北
・
西
・
南
の
三
方
を
武
家
屋
敷
と
し
、
東
側
を
南
北
に
伊
勢
参
宮
街

道
が
走
り
、
そ
の
両
側
に
町
屋
が
並
ぶ
。
小
規
模
な
が
ら
、
両
河
川
を
守
り
と
し
て

取
り
入
れ
た
低
湿
地
に
形
成
さ
れ
た
典
型
的
な
平
城
お
よ
び
城
下
町
で
あ
る
。
城
下

町
は
安
濃
川
（
北
）
と
岩
田
川
（
南
）
に
挟
ま
れ
た
橋
内
、
安
濃
川
よ
り
北
の
橋
北
、

岩
田
川
よ
り
南
の
橋
南
に
分
け
ら
れ
る
。

　
慶

長
十
三
年
（
一
六
〇
八
）
、
藤
堂
高
虎
が
伊
賀
一
国
と
伊
勢
国
諸
郡
二
二
万
九

五
〇

石
の
大

守
と
し
て
伊
予
今
治
か
ら
津
城
に
入
り
、
同
十
六
年
津
城
・
伊
賀
上
野

城

を
修
築
し
、
規
模
を
拡
張
し
て
城
下
町
を
整
備
し
た
。
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）

三

二

万
三
九
五
〇
石
と
加
増
さ
れ
た
藤
堂
家
は
、
外
様
大
名
な
が
ら
、
将
軍
家
の
信

任
が
厚
く
、
以
降
十
一
代
に
わ
た
り
一
度
の
転
封
も
な
く
、
明
治
維
新
を
迎
え
た
。

寛
永
十
二
年
（
＝
ハ
三
五
）
に
は
毎
年
祭
礼
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
と
、
高
次
は
八
幡

宮
に
銀
子
十
貫
目
を
寄
付
、
こ
れ
を
町
人
に
貸
し
出
し
、
そ
の
利
息
金
を
祭
礼
の
費

用
に
あ
て
る
よ
う
に
し
た
。

　
藤
堂
高
虎
の
城
下
町
形
成
の
際
、
そ
れ
ま
で
海
岸
近
く
の
乙
部
村
付
近
を
通
っ
て

い

た
伊
勢
参
宮
街
道
を
城
下
に
引
き
入
れ
て
各
町
割
を
定
め
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
彩

し
い
参
宮
道
者
が
城
周
辺
を
め
ぐ
る
中
心
街
を
通
る
こ
と
に
な
り
、
津
の
繁
栄
に
影

響

を
与
え
た
。
八
幡
宮
が
鎮
座
す
る
八
幡
町
は
阿
漕
町
の
南
に
続
く
伊
勢
参
宮
街
道

沿
い
の
町
で
あ
っ
た
が
、
城
下
町
と
同
様
に
取
り
扱
わ
れ
た
。

　

高
虎
は
侍
町
も
町
人
町
も
共
に
内
に
包
ん
で
外
防
を
固
め
る
と
い
う
近
世
的
な

「総
構
え
」
の
構
想
も
持
っ
て
い
た
。

　
城
下

町
の
町
屋
の
主
体
は
、
も
と
も
と
橋
南
の
柳
山
地
域
の
旧
安
濃
津
町
を
城
の
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近

辺
へ
強
制
移
転
さ
せ
た
も
の
で
、
織
田
信
包
に
よ
り
戦
国
時
代
に
始
ま
っ
た
。

　

軍
事
的
配
慮
か
ら
架
橋
さ
せ
な
か
っ
た
塔
世
橋
も
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
完
成

し
、
城
下
町
も
整
備
さ
れ
、
伊
勢
参
宮
の
宿
場
町
を
兼
ね
て
、
「
伊
勢
は
津
で
も
つ
、

津
は
伊
勢
で
も
つ
」
と
民
謡
に
歌
わ
れ
る
よ
う
に
繁
栄
し
た
。

　

藩
政
は
伊
勢
と
伊
賀
に
二
分
し
て
行
わ
れ
、
津
城
代
家
老
に
は
縁
者
の
藤
堂
（
鈴

木
）
仁
右
衛
門
高
経
を
す
え
、
世
襲
で
藩
政
を
掌
握
さ
せ
た
。
城
代
家
老
や
家
老
の

指
示
を
う
け
る
加
判
奉
行
二
名
が
行
政
の
先
頭
に
立
っ
た
。

　

津

町
の
構
成
は
、
町
年
寄
と
し
て
、
伊
藤
又
五
郎
・
岡
宗
太
夫
・
加
藤
甚
右
衛
門

の
三

家
が
お
お
む
ね
世
襲
し
、
伊
藤
家
が
総
年
寄
と
し
て
頂
点
に
立
ち
、
岡
家
は
浜

方
を
支
配
す
る
浜
年
寄
、
加
藤
家
は
伊
予
町
の
代
表
者
で
あ
っ
た
。
町
年
寄
の
支
配

の
各
町
に
は
名
主
が
一
名
つ
つ
置
か
れ
、
町
の
連
帯
意
識
も
強
か
っ
た
。

　

八
幡
町
津
の
東
部
に
八
幡
宮
が
祭
ら
れ
て
お
り
、
祭
神
は
応
神
天
皇
・
神
功
皇

后
・
住
吉
大
神
・
藤
堂
高
虎
で
あ
る
。
社
伝
に
よ
れ
ば
、
も
と
も
と
足
利
尊
氏
が
垂

水
村
千
歳
山
に
勧
請
し
た
と
さ
れ
る
。
二
代
藩
主
藤
堂
高
次
が
雨
宿
り
の
た
め
当
社

あ
た
り
に
休
憩
し
た
の
が
縁
で
、
寛
永
九
年
（
一
⊥
ハ
三
二
）
、
現
在
の
藤
方
村
結
城

の
森

に
社
殿
を
造
営
し
て
移
転
し
、
家
祖
高
虎
の
霊
を
合
祀
し
、
社
領
と
し
て
三
〇

〇

石
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
江
戸
前
期
、
各
藩
は
東
照
宮
を
居
城
地
、
城
下
町
に
勧
請
す
る
こ
と
が
多
く
、
東

照
宮
を
城
下
町
の
惣
鎮
守
と
し
、
そ
の
祭
礼
が
城
下
町
の
惣
町
祭
礼
と
な
る
ケ
ー
ス

が

ま
ま
み
ら
れ
る
が
、
津
藩
の
藤
堂
氏
は
東
照
宮
を
勧
請
し
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由

と
し
て
、
東
京
の
上
野
に
現
存
す
る
寛
永
寺
東
照
宮
を
高
虎
が
創
建
し
た
か
ら
と
伝

え
ら
れ
る
が
、
外
様
大
名
の
た
め
に
勧
請
に
対
す
る
許
諾
の
問
題
が
あ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

　
八
幡
宮
祭
礼
の
祭
日
は
、
放
生
会
の
祭
日
旧
八
月
十
五
日
で
あ
る
。
祭
礼
の
財
源

と
し
て
は
以
下
の
も
の
が
あ
っ
た
。
八
幡
町
に
煙
草
の
専
売
と
八
月
朔
日
よ
り
十
五

日
間
の
芝
居
興
行
を
許
し
、
山
田
古
市
遊
廓
よ
り
茶
屋
を
移
し
て
藤
枝
遊
廓
の
源
と

な
し
た
。

　

さ
て
、
江
戸
時
代
の
祭
礼
は
次
の
よ
う
な
次
第
で
行
わ
れ
た
。

　

八
月
朔
日
、
藩
士
は
藩
主
へ
拝
賀
し
、
八
幡
宮
祭
礼
に
関
係
す
る
町
々
は
音
曲
の

稽
古
を
始
め
る
。

　

九
日
の
暁
、
八
幡
宮
神
輿
は
神
社
か
ら
八
幡
町
内
の
御
旅
所
へ
渡
御
し
、
十
四
日

ま
で
駐
賛
さ
れ
る
。
前
夜
（
十
四
日
）
に
町
老
と
各
町
吏
は
麻
の
祥
を
着
用
し
、
八

幡
宮
へ
赴
き
出
立
を
迎
え
る
。
御
旅
所
へ
着
く
と
、
藩
主
の
名
代
と
し
て
加
判
奉
行

が
参
る
。
続
い
て
、
町
老
と
町
吏
が
参
拝
す
る
。
八
幡
町
に
お
い
て
は
、
前
夜
各
所

に
青
年
が
集
合
し
て
浄
瑠
璃
会
を
催
す
。
祭
礼
前
に
普
請
方
な
ら
び
に
町
会
所
よ
り

役
人
を
派
遣
し
て
通
路
や
橋
梁
の
破
損
の
箇
所
を
点
検
し
て
修
補
す
る
。

　

十
五
日
の
日
の
出
こ
ろ
、
藩
主
の
名
代
と
し
て
加
判
奉
行
が
八
幡
町
の
御
旅
所
へ

参
向
す
る
。
こ
の
一
行
が
津
城
北
の
京
口
門
を
出
発
す
る
の
を
合
図
に
、
町
方
で
は

西

町
を
先
頭
（
近
世
前
期
の
行
列
順
序
は
毎
年
籔
引
き
で
決
め
て
い
た
が
、
中
期
こ

ろ
か
ら
は
西
町
を
初
め
と
し
た
）
と
し
て
、
各
町
の
出
し
物
が
加
判
奉
行
一
行
に
随

う
よ
う
な
形
で
八
幡
町
に
行
列
す
る
。
八
幡
宮
境
内
を
一
巡
の
の
ち
、
再
び
京
口
門

外
ま
で
帰
っ
て
休
憩
す
る
。

　
八
幡

町
の
若
者
が
昇
く
神
輿
の
ル
ー
ト
は
伊
勢
参
宮
街
道
を
通
っ
て
以
下
の
通
り

で

あ
る
。
阿
漕
町
か
ら
弁
財
町
、
立
合
町
か
ら
岩
田
、
伊
予
町
、
そ
し
て
旧
の
岩
田

橋
を
渡
っ
て
分
部
町
へ
入
り
、
津
観
音
堂
の
旧
の
辻
を
通
っ
て
津
観
音
堂
大
門
へ
進

む
。　

昼
食
後
、
出
し
物
を
先
導
と
し
、
神
輿
が
殿
を
つ
と
め
る
行
列
を
整
え
、
京
ロ
門

よ
り
城
内
に
繰
り
込
み
、
丸
之
内
を
内
堀
沿
い
に
…
周
し
て
京
口
門
よ
り
出
る
。

　
藩
主
が
在
城
の
時
は
、
沐
浴
斎
戒
し
て
城
西
の
物
見
亭
に
登
り
、
一
族
や
重
臣
と

共
に
神
輿
を
礼
拝
し
、
祭
礼
行
列
を
見
物
す
る
。
主
だ
っ
た
家
臣
た
ち
も
そ
の
近
辺

に
設
け
ら
れ
た
桟
敷
に
礼
服
着
用
で
居
並
ん
だ
。

　
神
輿
は
各
氏
子
町
を
練
っ
て
そ
の
日
の
う
ち
に
八
幡
宮
に
還
幸
す
る
。

　
同
夜
、
町
年
寄
は
使
い
を
各
町
名
主
へ
派
遣
し
て
、
「
今
日
は
見
物
人
が
群
衆
し
、

か

つ
祭
礼
に
出
た
も
の
は
終
日
の
労
に
て
火
の
用
心
を
怠
っ
て
は
宜
し
く
な
い
。
各
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自
厳
戒
に
注
意
す
べ
し
」
こ
と
を
促
す
。
名
主
は
そ
の
旨
を
触
達
す
る
。

　
津
八
幡
宮
祭
礼
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
名
古
屋
東
照
宮
祭
礼
を
中
心
と
す
る
中
京

祭
礼
文
化
圏
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
山
車
か
ら
く
り
人
形
は
展
開
し
な
か
っ
た
。

　
同
祭
礼
の
研
究
は
、
中
村
賢
氏
「
津
の
八
幡
神
社
と
津
市
の
大
祭
」
（
『
安
濃
津
郷

土

史
会
誌
』
一
〇
、
一
九
三
九
年
）
を
も
っ
て
嗜
矢
と
し
、
樋
田
清
砂
氏
の
「
伝
統

と
創
意
に
み
ち
た
津
大
祭
」
（
『
津
市
民
文
化
』
一
七
、
一
九
九
〇
年
）
が
現
在
の
研

究
上
の
到
達
点
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

0
『
八
幡
御
祭
礼
之
次
第
』
の
検
討
と
石
水
博
物
館
本
と
の
照
応

　

こ
こ
で
紹
介
す
る
『
八
幡
御
祭
礼
之
次
第
』
に
関
し
て
は
、
現
在
ま
で
全
文
が
紹

介

さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
先
述
の
樋
田
論
文
に
触
れ

ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
所
蔵
先
は
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
加
え
て
樋
田
氏
は
同
論
文

に
お
い
て
は
他
の
嘉
永
年
間
の
史
料
よ
り
立
論
さ
れ
て
い
る
。

　
三
重
県
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
『
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
寅
年
八
月

十
五
日
　
八
幡
御
祭
礼
之
次
第
』
は
、
表
紙
に
捺
さ
れ
た
図
書
館
の
蔵
書
印
に
よ
る

と
、
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
に
収
蔵
さ
れ
た
も
の
で
、
紙
本
墨
書
、
五
十
九
丁

か

ら
な
る
。
紙
質
や
墨
か
ら
し
て
、
原
文
書
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
記
主
は
不

明
で
あ
る
が
、
一
人
の
人
間
が
観
察
し
て
記
述
で
き
る
も
の
で
な
く
、
や
は
り
、
各

町
か
ら
出
さ
れ
た
報
告
に
基
づ
い
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
記
載
方
式
は

一
七

五
〇

人

の

参
加
者
を
記
す
『
勢
陽
雑
記
』
に
似
て
お
り
、
藩
の
公
式
報
告
書
の

よ
う
な
性
格
を
有
す
る
史
料
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
津
八
幡
宮
祭
礼
を
描
い
た
資
料
と
し
て
、
次
の
六
種
の
肉
筆
祭
礼
絵

巻
が
確
認
で
き
る
。
（
1
）
以
外
は
紙
本
着
色
一
巻
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
本
、
外
題
『
勢
州
一
志

　
　
　
　
郡
八
幡
宮
祭
礼
』
、
紙
本
着
色
二
巻

　
（
2
）
　
働
石
水
会
館
石
水
博
物
館
本
（
石
水
本
）

　
（
3
）
　
津
市
役
所
本
（
錯
簡
あ
り
）

　
（
4
）
　
津
市
橋
本
信
賢
氏
本
（
橋
本
本
）

　
（
5
）
　
松
坂
市
笠
原
肇
氏
本
（
笠
原
本
）

　
（
6
）
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
本
（
歴
博
本
）

　
先
述

し
た
中
村
論
文
に
よ
る
と
、
以
上
に
加
え
て
藤
堂
家
と
八
幡
宮
所
蔵
絵
巻
物

が
戦
前
に
は
存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
は
藩
主
藤
堂
家
本
こ
そ
が

（
1
）
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
考
察
は
今
後
に
期
し
た
い
。
ま
た
、

樋
田
論
文
に
よ
る
と
、
戦
前
に
は
八
幡
宮
本
に
加
え
て
、
金
子
安
雄
家
に
も
所
蔵
さ

れ
て

お

り
、
こ
れ
は
大
型
で
精
緻
な
描
写
で
あ
っ
た
と
い
う
。
大
正
十
三
年
に
津
市

役
所
よ
り
刊
行
さ
れ
た
『
津
案
内
記
』
に
は
八
幡
宮
本
の
模
写
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、

そ
れ
に
よ
る
と
万
町
の
豊
公
出
陣
と
張
籠
馬
の
武
者
が
非
常
に
精
緻
に
描
か
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
祭
礼
史
料
と
し
て
は
摺
物
史
料
（
番
付
な
ど
）
は
か
な
り
多
く

伝
来
す
る
が
、
一
つ
の
祭
礼
を
描
い
た
江
戸
時
代
の
肉
筆
絵
巻
が
こ
れ
ほ
ど
残
存
し

て

い

る
の
は
、
京
都
祇
園
祭
り
、
奈
良
春
日
若
宮
祭
礼
、
江
戸
天
下
祭
り
（
赤
坂
日

吉
社
・
神
田
明
神
祭
礼
）
、
日
光
・
紀
伊
・
名
古
屋
東
照
宮
祭
礼
く
ら
い
な
も
の
で

あ
る
。
津
八
幡
宮
祭
礼
が
な
ぜ
、
こ
れ
ほ
ど
好
ま
れ
て
描
か
れ
て
き
た
の
か
、
そ
れ

自
体
興
味
深
い
が
、
こ
の
六
本
の
全
て
に
つ
い
て
共
通
す
る
特
色
は
、
神
社
が
出
す

神
輿
渡
御
よ
り
も
、
氏
子
町
方
が
出
す
出
し
物
で
あ
る
祭
礼
風
流
が
メ
イ
ン
で
あ
る

こ
と
で
あ
る
。
逆
に
、
日
光
東
照
宮
祭
礼
は
町
方
が
支
え
る
祭
礼
で
は
な
い
の
で
、

武
士
や
神
社
の
出
し
物
が
主
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
津
の
祭
礼
は
、
岡
山
藩
な
ど
の
他
の
城
下
町
祭
礼
で
は
主
役
と
も
思
わ
れ

る
藩
の
家
臣
団
の
神
輿
渡
御
へ
の
供
奉
は
あ
ま
り
目
立
た
な
い
。

　
さ
て
、
『
八
幡
御
祭
礼
之
次
第
』
を
理
解
す
る
た
め
に
特
に
参
考
に
な
る
の
が
石

水
本
で
あ
る
。
同
絵
巻
は
津
市
の
大
店
で
あ
っ
た
川
喜
多
久
太
夫
家
伝
来
本
で
あ
る
。

同
家
は
納
所
屋
久
太
夫
家
と
も
い
い
、
元
禄
十
一
年
（
一
六
八
九
）
の
「
津
町
人
分
限

帳
」
（
『
草
陰
冊
子
』
五
、
六
集
）
に
分
部
町
の
分
限
者
と
し
て
名
が
あ
が
っ
て
い
る
。

同
家
当
主
は
百
五
銀
行
頭
取
と
し
て
石
水
博
物
館
を
創
設
さ
れ
、
同
絵
巻
も
収
蔵
さ
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れ
て

い

る
。
同
絵
巻
は
『
津
市
史
』
の
著
者
、
梅
原
三
千
氏
に
よ
り
安
政
年
間
二

八
五
四

～
六
〇
）
の
作
と
さ
れ
、
一
九
九
五
年
の
四
日
市
市
立
博
物
館
編
『
祭
礼
・

山
車
・
風
流
』
に
お
い
て
、
展
覧
会
の
担
当
者
で
あ
っ
た
東
條
寛
氏
も
安
政
年
間
の

様
子
を
描
く
と
踏
襲
さ
れ
た
。
近
世
後
期
は
出
し
物
が
ほ
と
ん
ど
同
様
で
あ
る
の
で
、

そ

の
年
代
比
定
は
難
し
い
も
の
の
、
十
九
世
紀
中
頃
の
作
は
動
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
絵
巻
に
描
か
れ
た
出
し
物
を
整
理
し
て
お
こ
う
。
「
練
り
物
」
と
は
仮
装
・

噺
子

な
ど
の
集
団
で
あ
り
、
広
義
に
解
す
る
と
、
町
方
の
祭
礼
行
列
全
体
が
一
つ
の

練
物

と
も
い
え
る
が
、
本
稿
で
は
狭
義
に
町
印
以
下
に
続
く
通
り
物
と
解
す
る
。
人

が

曳
く
車
付
き
の
作
り
物
を
津
の
場
合
は
「
曳
き
物
」
、
人
が
昇
い
て
（
史
料
上
は

「釣
る
」
）
、
下
の
幕
内
に
徒
離
子
（
か
ち
ば
や
し
）
が
入
る
屋
台
を
「
釣
り
物
」
と

称
す
る
。
十
七
世
紀
の
作
例
と
思
わ
れ
る
「
勢
州
一
志
郡
八
幡
宮
祭
礼
」
（
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
所
蔵
）
に
描
か
れ
た
津
祭
礼
は
ほ
と
ん
ど

「
練

り
物
」
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、
近
世
後
期
に
な
る
と
、
広
義
の
山
車
に
あ

た
る
「
曳
き
物
」
や
「
釣
り
物
」
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
各
町
の
出
し
物
の
主

題
、
次
に
傘
鉾
を
記
し
、
練
り
物
に
は
実
線
を
、
曳
き
物
に
は
点
線
を
、
釣
り
物
に

は
波
線
を
付
し
た
。
出
し
物
名
は
『
八
幡
御
祭
礼
之
次
第
』
に
よ
っ
た
。

12345678

西
町

釜
屋
町

萬
町

立
町

中
町

大
門
町

蔵
町

中
ノ
番
町

布
袋
　
火
炎
宝
珠
　
吹
貫
・
唐
幟
持
ち
の
唐
子
　
布
袋

山
伏
　
立
傘
　
童
山
伏
・
先
達

屋
形
船
　
千
成
瓢
箪
　
張
籠
馬
武
者
　
龍
頭
船
（
加
藤
清
正
と

豊
臣
秀
吉
人
形
）
　
名
護
屋
松
原

海
人
玉
取
　
龍
宮
城
不
老
門
　
三
重
宝
塔
と
玉
取
り
海
女
　
龍

女
と
侍
女
人
形
（
龍
宮
城
）

草
刈
諌
鼓
鶏
牛
の
背
の
笛
吹
き
官
人
松
の
下
の
草
刈
童
子

融

　
鳳
風
　
龍
頭
屋
形
船
（
管
弦
）
　
融
大
臣
の
人
形

菊
慈
童
　
菊
水
桶
　
赤
菊
の
離
　
四
阿
の
中
の
菊
慈
童
人
形

高
野
聖
　
薄
の
上
に
満
月
　
十
二
の
高
野
聖
（
毎
年
新
趣
向
の

　
　
宿
屋
町

9
　
地
頭
領
町

10

　
大
世
古
町

11

　
築
地
町

12

　
山
之
世
古
町

13

　
新
魚
町

14
　
分
部
町

15

　
東
町

16

　
新
中
町

17

　
堀
川
町

18

　
浜
魚
町

19

　
伊
予
町

か
ら
く
り
台
）

耶
鄭
　
珊
瑚
宝
珠

小
鳥
威
し
　
鷹

風
流
石
橋

高
楼

出
世
山
姥

長
生
殿
（
耶
鄭
の
舞
人
形
）
　
釣
屋
台

　
　
　
　

餌
差
、
鷹
匠

　
　

唐
獅
子
牡
丹

（石
橋
の
舞
人
形
）

　
　

斧
に
采
配

籠
に
入
れ
た
獲
物
の
鳥

牡
丹
の
造
花
を
持
つ
赤
熊
の
童

熊
に
ま
た
が
る
金
時
人
形
　
山
家

（山
婆
人
形
）

八
千
代
獅
子
　
石
台
に
牡
丹
　
唐
獅
子
牡
丹
　
胡
蝶
舞
人
形

唐
人
　
金
の
五
本
慰
斗
　
幟
・
旗
・
楽
器
　
乗
輿
の
朝
鮮
通
信

使
か

ら
な
る
唐
人
行
列

狸
々
　
波
に
満
月
　
酒
瓶
　
酒
を
飲
む
狸
々
人
形

江

口
　
半
月
に
浪
に
兎
　
西
行
法
師
　
江
口
遊
女
（
白
象
）

海
庭
女
汐
汲
　
蛭
子
神
　
松
風
村
雨
の
汐
汲
み
人
形
　
須
磨
浦

（在
原
行
平
朝
臣
）

傘
鉾
　
軍
配
　
十
三
本
の
傘
鉾
（
毎
年
趣
向
が
違
う
）

母
衣
指
　
軍
配
団
扇
と
采
配
　
干
珠
満
珠
　
母
衣
武
者
　
神
功

皇
后
と
武
内
大
臣
人
形

　

こ
の
後
神
輿
渡
御
行
列
、

く
。

八
幡
宮
別
当
の
寒
松
院
、
八
幡
宮
神
主
の
丹
後
等
が
続

　
次

に
『
八
幡
御
祭
礼
之
次
第
』
を
紹
介
す
る
に
際
し
て
、
忠
実
な
翻
刻
と
い
う
体

裁
は
と
ら
ず
、
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
可
能
な
限
り
漢
字
を
充
て
た
。
参
加
者
の

グ

ル

ー
プ
毎
に
冠
せ
ら
れ
た
「
一
、
警
固
…
」
の
「
一
、
」
は
煩
項
に
な
る
た
め
省

略

し
た
。
ま
た
、
参
加
グ
ル
ー
プ
毎
に
「
●
」
で
始
ま
る
私
見
、
コ
メ
ン
ト
（
石
水

本
と
の
比
較
）
を
加
え
た
。

（
一
八
四
二
）

天
保
十
三
寅
年
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八
幡
御
祭
礼
之
次
第

　
　
　
　

八
月
十
五
日

　
　
　
　

御
祭
礼
之
次
第

　

警
固
四
人
　
祥
杖
に
て

　

御
榊
弐
人

　

太
鼓
一
柄
三
人

　
　
〆
九
人

●

出
し
物
の
先
導
は
九
人
か
ら
成
り
、
太
鼓
の
単
位
の
「
柄
」
は
、
柄
の
つ
い
た
器

物

を
数
え
る
単
位
で
あ
る
。
史
料
上
の
太
鼓
は
史
料
通
り
太
鼓
と
記
し
、
本
文
中

　
で
は
太
鼓
と
記
し
た
。
こ
の
榊
と
太
鼓
は
神
社
か
ら
出
た
も
の
と
思
わ
れ
、
先
導

　
し
ん
が
り

と
殿
の
神
輿
渡
御
は
神
社
と
八
幡
町
が
出
す
も
の
で
、
こ
の
両
者
が
中
間
の
町
方

行
列
を
挟
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。

　
　
壱
番
　
西
町
・
塔
世
町
　
　
布
袋

四
人
　
町
印
持
、
印
ハ
宝
珠
台
に
の
せ
、
台
の
下
緋
羅
紗
の
水
引
に
町
名
黒
天

　
　
　
鷲
絨
に
て
縫
い
つ
け
、
印
持
の
出
立
ち
ハ
木
綿
の
柿
色
大
立
筋
の
単
衣

　
　
　
物
に
て

二
人
　
警
固
、
出
立
ち
ハ
花
色
絹
の
羽
織
、
小
倉
織
の
裁
着
、
塗
り
笠
竹
杖
に
て

二
人

　
太

鼓
一
柄
、
釣
人
の
出
立
ち
は
木
綿
柿
色
も
く
す
り
の
単
衣
物
、
塗
り

　
　
　
笠
作
り
髭
に
て

二
人
　
太
鼓
打
、
唐
子
出
立
ち
は
狸
々
緋
の
衣
装
金
欄
の
指
貫
、
塗
り
笠
に
て

四
人
　
唐
幟
持
、
唐
子
出
立
ち
は
緋
か
つ
さ
ん
の
衣
装
、
金
平
織
の
骸
金
指
貫
、

　
　
　
塗
り
笠
に
て

二

人
　
長
柄
の
唐
団
扇
持
、
唐
子
出
立
ち
ハ
右
同
前

六

人
　
吹
貫
持
の
唐
子
出
立
ち
ハ
右
同
前

五
人
　
宰
領
、
思
い
思
い
の
羽
織
、
菅
笠
、
竹
杖
に
て

二
人

　
車
引
の
唐
子
、
出
立
ち
ハ
緋
か
つ
さ
ん
の
衣
装
、
金
平
織
の
欝
金
色
の

　
　
　
　

指
貫
、
塗
り
笠
に
て

　

十
四
人
　
布
袋
引
、
台
の
長
七
尺
幅
五
尺
、
高
欄
附
車
の
上
に
布
袋
人
形
、
衣

　
　
　
　

装
白
絹
金
紋
紗
の
道
服
、
団
扇
を
持
ち
、
後
に
高
五
尺
八
寸
に
幅
四
尺

　
　
　
　

緋
羅
背
板
の
見
送
り
有
り
、
車
台
の
下
、
唐
木
綿
雲
龍
模
様
の
幕
、
引

　
　
　
　

人
押
人
は
唐
人
の
出
立
ち
、
木
綿
柿
色
も
く
染
め
の
着
物
、
塗
り
笠
作

　
　
　
　
り
髭
に
て

　
　
二
人
　
惣
宰
領
、
思
い
思
い
の
着
物
羽
織
袴
に
て

　
　
二
人
　
年
寄
、
梓
に
て

　
　
二
人
　
同
草
履
取
、
木
綿
鼠
色
の
着
物
、
大
脇
差
し
に
て
床
几
持

　
　
二
人
　
床
机
つ
り
、
唐
人
出
立
ち
、
木
綿
柿
色
も
く
染
め
の
着
物
、
塗
り
笠
作

　
　
　
　
り
髭
に
て

　
　
　

〆
五
拾
壱
人

●
絵
巻
で
は
、
四
人
の
唐
幟
持
は
二
人
ず
つ
に
分
か
れ
、
吹
貫
持
と
長
柄
の
唐
団
扇

持

を
は
さ
ん
で
、
そ
の
前
後
を
歩
い
て
い
る
。
布
袋
人
形
後
ろ
の
マ
ス
ト
の
よ
う

　
な
見
送
り
は
、
十
三
番
目
の
唐
獅
子
の
曳
き
物
に
も
描
か
れ
る
が
、
風
に
孕
ん
だ

表
現
か
あ
ま
り
類
例
を
見
な
い
。
西
町
と
塔
世
町
が
一
組
で
あ
る
の
は
隣
接
し
て

　
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
「
も
く
す
り
」
、
「
も
く
染
め
」
は
、
文
様
の
木
目
摺
り
、

　
木
目
染
め
で
あ
り
、
「
か
つ
さ
ん
」
は
毛
織
物
の
一
種
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
釜
）

　
　
　
　
同
（
壱
）
番
　
か
な
屋
町
　
山
伏

　
　
一
人
　
町
印
持
、
印
は
大
鳥
毛
の
か
き
鑓
、
出
立
ち
ハ
浅
黄
帷
、
椋
欄
の
葉
柿

　
　
　
　
　
の
染
入
り
に
し
て

　
　
四
人
　
太
鼓
一
柄
、
思
い
思
い
の
装
束
に
て

　
　
六
人
　
山
伏
、
出
立
ち
ハ
白
き
帷
、
袈
裟
腰
簑
は
苧
ひ
、
杖
法
螺
貝
を
持
ち
、

　
　
　
　
　
菅
笠
に
て

　
　
⊥
ハ
人
　
同
草
履
取
り
、
思
い
思
い
の
帷
着
て
、
床
几
持

　
　
一
人
　
先
達
、
出
立
ち
ハ
白
帷
の
上
に
金
欄
の
衣
、
下
に
雲
斎
染
め
の
大
口
を
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一
人人人人

履
き
、
金
欄
の
頭
巾
袈
裟
大
脇
差
し
に
て

長
柄
の
唐
傘
持
、
出
立
ち
は
木
綿
の
浅
黄
に
、

に
し
て

警
固
、
思
い
思
い
の
帷
、
大
脇
差
し
に
て

年
寄
、
衿
に
て

同
草
履
取
、
思
い
思
い
の
帷
着
て
、
床
几
持

椋
欄
の
葉
柿
の
染
抜
き

　
　
　

〆
二
拾
五
人

●

大
峰
山
へ
の
山
上
参
り
の
行
列
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
本
で
は
愛
宕
参
り
の
練

り
物
も
あ
る
の
で
、
そ
の
可
能
性
も
あ
る
。
曳
き
物
や
釣
り
物
は
な
く
、
練
り
物

　
の
み
で
あ
る
。
先
達
が
山
伏
に
く
ら
べ
て
大
き
い
の
は
、
山
伏
が
子
ど
も
だ
か
ら

　
で
あ
る
。
西
町
・
塔
世
町
、
釜
屋
町
、
万
町
の
三
グ
ル
ー
プ
と
も
壱
番
で
あ
る
。

こ
れ
は
近
世
前
期
の
祭
礼
行
列
の
順
番
の
由
緒
を
ひ
く
も
の
で
あ
る
。
十
七
世
紀

中
頃
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
『
勢
陽
雑
記
』
に
よ
る
と
、
当
時
は
十

番
編
成
で
あ
り
、
本
書
も
同
様
に
十
番
で
あ
る
。

　
　

同
（
壱
）
番
万
町
屋
形
船

三

人
町
印
持
、
印
ハ
瓢
箪
白
檀
塗
り
、
台
に
町
名
を
書
き
付
け
て
、
出
立
ち

　
　
　
ハ
布
白
と
紺
、
横
筋
染
の
嬬
絆
に
て

二
人
　
太
鼓
一
柄
、
釣
人
の
出
立
ち
ハ
花
色
布
裾
模
様
の
半
纏
、
塗
り
笠
に
て

二
人
　
太
鼓
打
、
出
立
ち
は
白
綾
の
着
物
、
狸
々
緋
の
陣
羽
織
、
金
欄
の
野
袴
、

　
　
　
塗
り
笠
に
て

二

人
　
警
固
、
思
い
思
い
の
帷
、
脇
差
し
、
竹
杖
に
て

一
人
　
具
足
兜
を
着
、
籠
張
の
作
り
馬
に
乗
て

二
十
六
人
　
龍
頭
作
り
屋
形
船
、
武
者
人
形
ニ
ツ
乗
せ
、
船
の
長
さ
一
丈
八
尺
、

　
　
　
幅
六
尺
七
寸
、
帆
の
長
さ
九
尺
三
寸
、
狸
々
緋
に
孔
雀
の
縫
い
、
黄
赤

　
　

白
羅
紗
の
陣
幕
、
紫
の
水
引
、
狸
々
緋
の
幟
、
縮
緬
の
旗
、
吹
貫
を
立

　
　
　
て
、
と
も
に
花
色
綴
り
織
の
見
送
り
、
下
廻
り
布
、
立
波
模
様
の
幕
を

　
　
　
　
　
下
げ
、
内
に
三
味
線
胡
弓
鼓
太
鼓
ち
ゃ
ん
き
り
笛
の
噺
子
有
り
、
拾
二

　
　
　
　

人
ハ
引
手
、
出
立
ち
ハ
布
花
色
裾
模
様
半
纏
、
塗
り
笠
に
て

　
　
四
人
　
押
手
、
出
立
ち
は
布
花
色
縄
の
模
様
半
纏
、
竪
縞
踏
込
み
、
塗
り
笠
に

　
　
　
　
　
て

　

　
二
人
年
寄
、
梓
に
て

　

　
二
人
　
同
草
履
取
、
花
色
嬬
子
の
着
物
に
て
、
床
几
持

　
　
　

〆
四
拾
四
人

●

龍
頭
作
り
屋
形
船
に
関
し
て
は
、
歴
博
本
に
「
太
閤
進
舵
ト
云
」
と
墨
書
さ
れ
、

屋
形
奥
に
座
る
豊
臣
秀
吉
人
形
と
舳
先
に
立
つ
加
藤
清
正
人
形
は
明
ら
か
で
あ
る
。

本
書
に
は
武
者
人
形
と
あ
る
の
み
で
、
太
閤
の
朝
鮮
出
陣
の
記
述
は
な
い
が
、
町

印
は
秀
吉
の
馬
印
と
し
て
有
名
な
千
成
瓢
箪
で
あ
る
。
具
足
・
兜
を
着
、
籠
張
の

作
り
馬
に
乗
る
の
は
、
現
在
の
し
ゃ
こ
馬
で
あ
る
。
最
後
尾
の
釣
り
物
は
名
護
屋

　
の
浜
の
松
で
、
難
子
は
こ
の
下
で
歩
き
な
が
ら
離
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
二
番
　
立
町
・
西
の
番
町
・
京
口
町
　
海
人
玉
取

四

人
　
町
印
持
、
印
ハ
不
老
門
、
水
引
白
羅
紗
、
黒
糸
に
て
町
名
縫
い
つ
け
、

　
　
　
出
立
ち
ハ
柿
色
段
だ
ら
染
め
の
帷
に
て

二

人
　
太
鼓
一
柄
、
釣
人
の
出
立
ち
ハ
浅
黄
の
水
玉
染
め
の
帷
、
塗
り
笠
に
て

二

人
　
太
鼓
打
、
出
立
ち
ハ
萌
黄
て
れ
ふ
の
半
着
、
金
糸
の
腰
簑
、
塗
り
笠
に

　
　
　
て

八
人

　
宝
塔
、
高
さ
一
丈
三
尺
、
下
台
長
さ
↓
丈
三
尺
、
幅
五
尺
七
寸
、
浪
の

　
　
　
彫
物
上
に
龍
］
つ
、
海
人
人
形
一
、
引
人
の
出
立
ち
は
浅
黄
浪
の
模
様

　
　
　
帷
、
塗
り
笠
に
て

二
人

　
押
手
、
出
立
ち
柿
色
小
判
染
め
の
帷
、
白
紺
段
だ
ら
染
め
裁
着
、
塗
り

　
　
　
笠
に
て

二

十
六
人
　
屋
台
軒
、
唐
破
風
造
り
、
水
引
花
色
地
に
金
糸
に
て
麟
鳳
龍
亀
の

　
　
　
縫
い
、
中
に
龍
女
人
形
一
、
侍
女
人
形
↓
、
見
送
り
狸
々
緋
に
岩
波
蛤
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の

縫
い
、
下
は
四
方
緋
か
つ
さ
ん
金
糸
に
て
浪
の
縫
幕
を
下
げ
、
内
に

　
　
　
　

笛
鼓
太
鼓
鉦
三
味
線
の
離
子
あ
り
、
拾
二
人
の
釣
人
、
出
立
ち
は
浅
黄

　
　
　
　

浪
の
模
様
の
帷
、
塗
り
笠
に
て

　
　
二
人
　
釣
人
宰
領
、
出
立
ち
ハ
白
と
紺
小
判
染
の
帷
、
柿
色
立
筋
染
の
裁
着
、

　
　
　
　
塗
り
笠
に
て

　
　
二
人
　
雨
具
釣
人
、
出
立
ち
ハ
浅
黄
浪
の
模
様
帷
、
塗
り
笠
に
て

　

三

人
　
年
寄
、
祥
に
て

　
　
三
人
　
同
草
履
取
、
緋
か
つ
さ
ん
の
着
物
に
て
床
几
持

　
　
　

〆
五
拾
四
人

●
立
町
・
西
の
番
町
・
京
口
町
が
一
組
で
あ
る
の
は
、
隣
接
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ

う
。
能
「
海
人
」
の
志
度
の
浦
の
海
女
と
龍
宮
の
宝
塔
の
曳
き
物
、
龍
宮
の
龍
女

と
宝
珠
の
釣
り
物
か
ら
な
り
、
離
子
は
後
者
の
下
部
に
い
る
。

　
　
同
（
二
）
番
　
西
来
寺
町
・
宝
禄
町
　
草
刈

四

人

町
印
持
、
印
ハ
太
鼓
を
台
の
上
に
あ
げ
、
上
に
鶏
一
羽
乗
せ
、
台
の
下

　
　
　
鳶
羅
紗
の
水
引
に
町
名
縫
い
つ
け
、
出
立
ち
ハ
木
綿
紺
と
柿
の
段
だ
ら

　
　
　
筋
単
衣
物
着
て

二

人
　
警
固
、
出
立
ち
ハ
浴
衣
染
の
帷
、
絹
藍
海
松
茶
の
羽
織
、
竹
杖
に
て

二
人
　
太
鼓
一
柄
井
小
太
鼓
一
ツ
、
釣
人
出
立
ち
ハ
布
補
衿
、
塗
り
笠
に
て

二

人
　
太
鼓
打
、
出
立
ち
ハ
緋
羅
紗
の
羽
織
、
青
竹
羅
紗
の
踏
込
み
、
塗
り
笠

　
　
　
に
て

二

十
人
　
屋
台
枠
作
り
、
上
に
草
刈
人
形
二
、
下
二
方
簾
、
二
方
は
椴
子
の
幕

　
　
　
を
下
げ
、
内
に
笛
を
吹
き
、
八
人
は
釣
人
、
出
立
ち
ハ
花
色
、
立
涌
染

　
　
　
の
帷
、
塗
り
笠
に
て

二
人
　
草
刈
翁
、
出
立
ち
ハ
そ
ら
き
羅
紗
板
袖
な
し
羽
織
布
裁
着
、
草
刈
籠
を

　
　
　
担
い
、
面
を
か
け
て

七

人
　
車
引
、
車
の
上
に
長
さ
六
尺
の
黒
牛
、
上
に
丈
三
尺
五
寸
の
山
路
人
形

　
　
　
　

を
の
せ
、
引
人
子
供
の
出
立
ち
ハ
緋
羅
紗
の
袖
な
し
羽
織
紫
羅
紗
板
の

　
　
　
　

踏
込

み
、
塗
笠
に
て

　

五

人
　
添
綱
引
、
出
立
ち
は
思
い
思
い
の
装
束
に
て

　
　
二
人
　
年
寄
、
梓
に
て

　
　
二
人
　
同
草
履
取
、
紫
呉
縄
覆
輪
の
嬬
衿
着
て
、
床
几
持

　
　
　

〆
四
拾
八
人

●

能
「
唐
船
」
が
テ
ー
マ
で
あ
り
、
曳
き
物
は
祖
慶
官
人
、
釣
り
物
は
箱
崎
の
松
と

官
人
の
日
本
人
の
息
子
で
あ
ろ
う
。
本
書
で
は
釣
り
物
の
草
刈
人
形
屋
台
、
曳
き

物
の
山
路
人
形
の
記
載
順
で
あ
る
が
、
絵
巻
の
よ
う
に
曳
き
物
、
釣
り
物
の
順
で

行
列
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
絵
巻
で
は
、
籠
を
担
っ
た
草
刈
翁
が
日
の
丸
扇
を

　
さ
し
て
い
る
。
西
来
寺
町
と
宝
禄
町
が
一
組
な
の
は
両
町
が
隣
接
し
て
い
る
か
ら

　
で
あ
ろ
う
。

　
　
三
番
　
大
門
町
　
融

四
人
　
町
印
持
、
印
は
鳳
風
一
羽
、
黒
塗
り
角
台
に
乗
せ
、
水
引
黄
羅
紗
に
町

　
　
　
名
黒
羅
紗
四
方
金
糸
色
糸
交
じ
り
に
て
相
の
縫
い
、
出
立
ち
ハ
布
柿
大

　
　
　
型
染
の
半
纏
に
て

一
人

　
警
固
、
思
い
思
い
の
帷
、
秩
父
小
紋
羽
織
布
裁
着
に
て

二
人

　
太
鼓
一
柄
、
釣
人
の
出
立
ち
は
黄
茶
染
小
紋
の
半
纏
、
塗
り
笠
に
て

二
人

　
太
鼓

打
、
出
立
ち
ハ
花
色
嬬
子
の
着
物
紫
鳶
薄
羅
紗
の
指
貫
、
白
地
錦

　
　
　
　
（
直
　
垂
）

　
　
　
の
し
た
た
れ
、
風
折
烏
帽
子
に
て

七

人
　
龍
頭
作
り
屋
形
船
、
楽
太
鼓
を
飾
り
、
船
の
長
さ
一
丈
五
尺
、
幅
六
尺

　
　
　
余
、
翠
簾
紫
絹
桐
の
模
様
の
水
引
椴
子
の
慢
幕
、
櫨
に
綴
り
織
の
見
送

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
供
か
）

　
　
　
り
、
下
廻
り
布
立
浪
模
様
、
幕
を
下
げ
引
人
子
口
出
立
ち
ハ
花
色
憂
斗

　
　
　
め

か

た
天
鷲
絨
の
着
物
、
狸
々
緋
の
袖
な
し
羽
織
、
金
糸
の
腰
簑
、
紗

　
　
　
張
り
の
笠
に
て

四
人
　
添
綱
引
、
出
立
ち
ハ
花
色
小
紋
の
帷
、
布
大
形
小
紋
の
立
付
、
菅
笠
に
て
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二
十
四
人
　
屋
台
、
空
色
唐
織
錦
の
水
引
台
の
上
に
融
の
人
形
、
後
に
白
茶
地

　
　
　
　

織
模
様
の
見
送
り
を
掛
下
す
、
四
方
布
花
色
に
若
松
の
模
様
幕
を
下
げ
、

　
　
　
　

内
に
笛
太
鼓
鼓
難
子
あ
り
、
釣
人
の
出
立
ち
布
花
色
小
紋
の
半
纏
、
塗

　
　
　
　

り
笠
に
て

　
　
二
人
　
年
寄
、
梓
に
て

　
　
二
人
　
同
草
履
取
、
黄
紋
羅
背
板
の
半
纏
に
て
、
床
几
持

　
　
　

〆
四
拾
八
人

●

能
「
融
」
か
ら
採
ら
れ
、
曳
き
物
は
融
の
旧
邸
の
龍
頭
船
で
あ
る
。
絵
巻
で
は
、

融

人
形
の
屋
台
が
吹
き
抜
き
に
描
か
れ
て
お
り
、
後
に
白
茶
地
織
模
様
の
見
送
り

を
掛
下
す
、
と
い
う
本
書
の
記
述
に
合
わ
な
い
。

　
　

同
（
三
）
番
蔵
町
菊
慈
童

三

人
町
印
持
、
印
ハ
花
桶
中
に
菊
の
作
り
花
台
二
重
、
水
引
緋
羅
背
板
、
金

　
　
　
糸
に
て
町
名
縫
い
つ
け
、
出
立
ち
ハ
木
綿
柿
と
白
竪
筋
半
纏
着
て

二

人
　
太
鼓
一
柄
、
釣
人
の
出
立
ち
ハ
木
綿
花
色
裾
模
様
の
半
纏
脚
半
に
て

二
人
　
太
鼓
打
、
出
立
ち
は
、
紗
張
り
の
笠
、
空
色
絹
の
詰
め
袖
、
緋
羅
背
板

　
　
　
の

袖
な
し
羽
織
、
椴
子
の
踏
込
に
て

二
人

　
同
草
履
取
、
納
戸
色
絹
紬
の
半
纏
に
て
床
几
持

一
人

　
花
車
一
輪
、
長
八
尺
、
幅
五
尺
の
車
の
上
に
、
野
菊
薄
の
作
り
花
、
引

　
　
　
人
の
子
ど
も
出
立
ち
ハ
空
色
絹
の
着
物
、
緋
羅
背
板
の
袖
な
し
羽
織
、

　
　
　
紗
張
り
の
笠
に
て

四

人
　
押
手
、
出
立
ち
は
木
綿
柿
色
立
筋
の
着
物
仙
斎
茶
中
形
小
紋
裁
着
、
塗

　
　
　
り
笠
に
て

十
六
人
　
屋
台
は
柴
家
造
り
、
岩
組
に
菊
の
作
り
花
、
柴
家
の
中
に
慈
童
人
形
、

　
　
　
下
は
四
方
幕
を
下
げ
、
内
に
鼓
太
鼓
笛
三
味
線
鼓
（
胡
）
弓
の
難
子
あ

　
　
　
り
、
八
人
は
釣
人
、
出
立
ち
ハ
木
綿
花
色
裾
模
様
の
半
纏
脚
半
に
て

二

人
　
年
寄
、
峠
に
て

　
　
二
人
　
同
草
履
取
り
、
慈
童
納
戸
色
絹
紬
の
半
纏
に
て
床
几
持

　
　
　

〆
三
拾
四
人

●
能
「
枕
慈
童
」
（
観
世
流
で
は
「
菊
慈
童
」
）
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
四
番
　
宿
屋
町
・
中
ノ
番
町
　
聖

　
　
四
人
　
町
印
持
、
印
は
石
台
薄
の
中
に
月
、
台
の
下
水
引
納
戸
色
羅
紗
に
町
名

　
　
　
　
　
縫
い
付
け
、
出
立
ち
ハ
柿
色
弁
慶
縞
染
の
帷
に
て

　
　
二
人
　
太
鼓
一
柄
、
釣
人
出
立
ち
ハ
千
草
色
大
型
染
の
帷
、
浅
黄
立
筋
筋
染
め

　
　
　
　
　
の
裁
着
、
塗
り
笠
に
て

　
　
二
人
　
太
鼓
打
、
出
立
ち
ハ
白
綾
の
振
り
袖
、
緋
羅
紗
の
指
貫
、
塗
り
笠
小
さ

　
　
　
　
　
刀
を
さ
し
て

　
　
二
人
　
警
固
、
浅
黄
青
海
波
模
様
の
羽
織
、
白
紺
立
て
筋
染
め
の
裁
着
、
菅
笠

　
　
　
　
　
に
て

　
　
二
十
二
人
　
聖
、
出
立
ち
ハ
白
き
帷
、
柿
色
の
頭
巾
を
被
り
、
笈
の
上
に
透
か

　
　
　
　

し
の
葛
籠
、
色
々
の
作
り
物
或
い
ハ
笈
の
上
に
巻
物
黒
の
皮
籠
に
て

　
　
二
人
　
年
寄
、
峠
に
て

　
　
二
人
　
同
草
履
取
、
萌
黄
羅
紗
の
し
う
り
に
て
床
几
持

　
　
　

〆
三
拾
六
人

●

絵
巻
で
は
聖
は
十
二
人
で
あ
る
。
本
書
の
場
合
、
聖
は
十
一
人
で
そ
れ
ぞ
れ
一
人

　
の
付
き
人
が
い
る
の
で
、
二
十
二
人
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
笈
の
上
に
透
か
し

　
の
葛
籠
を
の
せ
、
そ
の
上
に
作
り
物
を
の
せ
る
と
い
う
構
造
も
活
写
さ
れ
て
い
る
。

二

十
四
孝
や
鯛
釣
り
な
ど
の
テ
ー
マ
が
あ
る
。
宿
屋
町
と
中
ノ
番
町
が
一
組
な
の

は
両
町
が
隣
接
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

　
五
番
　
地
頭
領
町
　
耶
鄭

三

人
　
町
印
持
、
印
は
宝
尽
く
し
、
台
の
下
水
引
狸
々
緋
に
、

　
　
　
縫
い
付
け
、
出
立
は
柿
と
金
段
だ
ら
染
の
帷
に
て

町
名
金
糸
に
て
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二
人
　
太
鼓
一
柄
、
釣
人
出
立
ち
ハ
花
色
染
帷
、
塗
り
笠
に
て

　
　
二
人
　
太
鼓
打
、
出
立
ち
ハ
花
色
嬬
子
の
着
付
、
狸
々
緋
の
羽
織
、
萌
黄
紋
羽

　
　
　
　
の
踏
み
込
み
に
て

　
　
二
人
　
警
固
、
浅
黄
帷
、
茶
染
布
羽
織
、
萌
黄
菖
蒲
柿
染
の
踏
込
み
に
て
、
鉄

　
　
　
　

棒
を
引
く

　

十
二
人
　
屋
台
、
唐
破
風
作
り
、
水
引
紫
呉
紹
覆
輪
に
雲
形
の
縫
台
の
上
に
、

　
　
　
　

盧
生
人

形
一
、
見
送
り
狸
々
緋
に
龍
の
縫
い
、
下
ハ
四
方
緋
か
つ
さ
ん

　
　
　
　

に
四
季
草
木
の
縫
い
幕
を
下
げ
、
引
人
出
立
ち
ハ
花
色
染
単
衣
物
に
て

　
　
四
人
　
添
綱
引
、
出
立
ち
は
白
と
紺
の
格
子
染
め
の
単
衣
物
、
柿
色
方
立
染
踏

　
　
　
　
込
み
に
て

　
　
二
十
人
　
藁
人
形
釣
屋
台
、
四
方
白
緋
萌
黄
色
呉
紹
覆
輪
の
幕
を
下
げ
、
内
に

　
　
　
　

笛
鼓
太
鼓
の
離
子
有
り
、
四
人
釣
人
、
出
立
ち
ハ
金
と
紺
立
涌
染
め
帷

　
　
　
　
に
て

　
　
二
人
　
雨
具
釣
人
、
出
立
ち
ハ
浅
黄
波
の
模
様
帷
、
塗
り
笠
に
て

　
　
二
人
　
年
寄
、
祥
に
て

　
　
二
人
　
同
草
履
取
、
中
形
染
は
木
綿
嬬
衿
に
て
、
床
几
持

　
　
　

〆
五
拾
一
人

●
謡
曲
「
耶
鄭
」
を
表
す
。
絵
巻
で
は
盧
生
が
夢
の
中
で
楚
国
の
帝
と
し
て
酒
宴
を

楽
し
む
屋
台
の
曳
き
物
、
そ
の
後
の
釣
り
物
に
は
何
も
の
っ
て
い
な
い
が
、
本
書

　
に
よ
る
と
藁
人
形
屋
台
で
あ
る
と
い
う
。
本
書
に
い
う
宝
尽
く
し
の
町
印
は
、
本

絵
巻
で
は
珊
瑚
宝
珠
で
あ
る
。

　
　
同
（
五
）
番
　
大
瀬
古
町
・
南
の
瀬
古
町
　
小
鳥
威
し

四

人
　
町
印
持
、
印
ハ
止
ま
り
木
に
大
鷹
、
水
引
緋
羅
紗
に
町
名
縫
い
付
け
、

　
　
　
出
立
ち
ハ
思
い
思
い
の
着
物
に
て

二

人
　
警
固
、
思
い
思
い
の
帷
羽
織
、
脇
差
し
、
菅
笠
に
て

四

人
　
太
鼓
一
柄
、
思
い
思
い
の
装
束
に
て

　
　
三
人
　
十
二
、
三
の
子
ど
も
青
竹
の
杖
を
つ
き
、
出
立
ち
ハ
花
色
嬬
子
の
着
物
、

　
　
　
　

骸
金

羅
背
板
の
裁
着
、
緋
羅
背
板
の
袖
な
し
羽
織
、
脇
差
し
、
塗
り
笠

　
　
　
　
に
て

　
　
二
人
　
同
、
差
し
悼
を
持
ち
、
出
立
ち
は
右
同
前

　
　
三
人
　
同
、
小
鳥
威
し
網
を
持
ち
、
出
立
ち
は
右
同
前

　
　
二
人
　
同
、
鷹
を
持
ち
、
出
立
ち
ハ
右
同
前

　

十
人
　
右
子
ど
も
の
宰
領
、
羽
織
脇
差
し
竹
杖
、
菅
笠
に
て

　
　
二
人
　
大
鳥
籠
一
ツ
、
高
さ
二
尺
八
寸
、
横
三
尺
の
籠
の
内
に
、
小
鳥
十
四
、

　
　
　
　

五
把

入
、
釣
手
の
出
立
ち
ハ
黒
嬬
衿
、
塗
り
笠
に
て

　
　
二
人
　
年
寄
、
梓
に
て

　
　
二
人
　
同
草
履
取
、
思
い
思
い
の
着
物
着
て
、
床
几
持

　
　
　

〆
三
拾
六
人

●
曳
き
物
、
釣
り
物
が
出
ず
、
鷹
狩
一
行
が
練
り
物
と
な
る
古
い
形
。
大
瀬
古
町
・

南
瀬
古
町
両
町
は
隣
接
し
て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
山
之
瀬
古
町
の
瀬
古
三
町

　
で
八
幡
宮
祭
礼
の
費
用
負
担
を
共
同
で
う
け
も
っ
た
（
津
市
編
『
津
市
の
旧
地
名
』

　
一
九
九
五
年
）
。

　
　
六
番
　
築
地
町
　
風
流
石
橋

三
人

　
町
印
持
、
印
ハ
獅
子
に
牡
丹
の
作
り
花
、
下
に
岩
組
台
に
乗
せ
、
狸
々
緋

　
　
　
の
水
引
に
、
町
名
金
糸
に
て
縫
い
付
け
、
出
立
ち
ハ
思
い
思
い
の
帷
に
て

二

人
　
太
鼓
一
柄
、
思
い
思
い
の
装
束
に
て

二

人
　
太
鼓
打
、
出
立
ち
ハ
紗
張
り
の
花
笠
、
緋
羅
背
板
の
袖
な
し
羽
織
、
金

　
　
　
錦
の
野
袴
に
て

二

人
　
同
草
履
取
、
思
い
思
い
の
装
束
に
て
、
床
机
持

二

人
　
警
固
、
出
立
ち
ハ
思
い
思
い
の
帷
、
絹
の
花
色
羽
織
、
大
脇
差
竹
杖
に
て

五
人

　
石
橋
姿
の
子
ど
も
、
出
立
ち
ハ
扇
赤
頭
を
被
り
、
椴
子
の
着
物
、
緋
羅

　
　
　
背
板
の
袖
な
し
羽
織
、
綾
地
立
縞
の
裁
着
に
て
、
牡
丹
の
枝
を
持
つ
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五
人
　
宰
領
、
思
い
思
い
の
装
束
、
羽
織
脇
差
し
竹
杖
に
て

　
　
十
五
人
　
屋
台
、
破
風
作
り
の
屋
根
、
中
に
石
橋
人
形
、
下
は
四
方
幕
内
に
三

　
　
　
　

味
線
摺
り
鉦
太
鼓
鼓
胡
弓
の
離
子
有
り
、
内
八
人
は
釣
手
、
出
立
ち
ハ

　
　
　
　

紺
布
の
嬬
絆
、
柿
色
の
脚
半
に
て

　
　
二
人
　
年
寄
、
株
に
て

　
　
二
人
　
同
草
履
取
、
思
い
思
い
の
装
束
に
て
、
床
几
持

　
　
　

〆
四
拾
人

●
能
の
「
石
橋
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
。

　
　

同
（
六
）
番
山
の
瀬
古
町
出
世
山
姥

三
人
　
町
印
持
、
印
は
銀
の
靡
に
斧
打
ち
か
え
、
三
重
台
緋
羅
紗
の
水
引
に
、

　
　
　

町
名
縫
い
付
け
て
、
出
立
ち
ハ
白
地
に
竹
の
模
様
布
嬬
衿
に
て

二

人
　
太
鼓
一
柄
、
釣
手
出
立
ち
ハ
鼠
木
綿
の
嬬
祥
布
の
脚
半
、
塗
笠
に
て

二

人
　
太
鼓
打
、
出
立
ち
ハ
浅
黄
帷
、
狸
々
緋
の
袖
な
し
羽
織
、
椴
子
の
踏
込

　
　
　

み
、
塗
笠
に
て

二
人

　
宰
領
、
出
立
ち
思
い
思
い
の
帷
、
黒
絹
の
羽
織
、
脇
差
し
竹
杖
に
て

一
人
　
車
引
、
車
の
上
に
長
四
尺
五
寸
毛
植
え
の
熊
、
上
に
丈
三
尺
五
寸
の
金

　
　
　
時
人
形
を
乗
せ
、
引
手
の
子
供
、
出
立
ち
は
鼠
木
綿
小
手
儒
衿
猿
股
引
、

　
　
　
緋
羅
紗
の
袖
な
し
羽
織
、
猿
の
面
を
掛
け
、
紫
縮
緬
の
投
頭
巾
に
て

四
人
　
添
綱
引
、
出
立
ち
ハ
白
地
車
の
模
様
布
嬬
衿
、
黒
脚
半
、
塗
り
笠
に
て

二
人
　
宰
領
、
出
立
ち
ハ
思
い
思
い
の
帷
、
羽
織
着
て

十
八
人
　
屋
台
、
む
く
り
屋
根
、
中
に
山
姥
の
人
形
険
阻
の
山
、
菊
根
笹
籔
格

　
　
　
子
の

類
を
作
り
、
下
ハ
四
方
布
金
地
観
世
水
の
模
様
幕
を
下
げ
、
内
に

　
　
　
太
鼓
三
味
線
胡
弓
鼓
の
離
子
有
り
、
拾
人
は
釣
人
、
出
立
ち
は
金
地
に

　
　
　
手
笹
の
模
様
布
嬬
衿
、
黒
脚
半
、
塗
り
笠
に
て

二

人
　
年
寄
、
峠
に
て

二

人
　
同
草
履
取
、
思
い
思
い
の
着
物
に
て
床
几
持

　
　
　
　
〆
三
拾
八
人

●

絵
巻
、
歴
博
本
両
方
と
も
に
描
か
れ
た
「
む
く
り
屋
根
」
（
本
書
）
は
、
「
起
破
風
」

　
（
む
く
り
は
ふ
）
の
屋
根
、
屋
根
の
破
風
の
上
面
が
凸
曲
線
を
な
す
も
の
か
ら
き
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
も
ち

　
の
で
あ
ろ
う
。
テ
ー
マ
は
近
松
の
「
堰
山
姥
」
か
ら
採
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
同
（
六
）
番
　
新
魚
町
　
八
千
代
獅
子

　
　
四
人
　
町
印
持
、
印
ハ
石
台
の
中
に
牡
丹
の
作
り
花
、
台
の
下
水
引
緋
羅
背
板
、

　
　
　
　
　
金
糸
に
て
町
名
縫
い
付
け
、
出
立
ち
ハ
布
柿
色
大
立
筋
染
の
嬬
衿
に
て

　
　
二
人
　
太
鼓
一
柄
、
釣
人
出
立
ち
ハ
布
花
色
小
紋
の
橋
衿
、
塗
り
笠
に
て

　
　
二
人
　
太
鼓
打
、
出
立
ち
ハ
花
色
糸
錦
の
着
物
、
緋
羅
背
板
の
袖
な
し
羽
織
、

　
　
　
　
　
椴
子
の
踏
込
み
、
紗
張
り
の
笠
に
て

　
　
一
人
　
車
引
き
、
車
の
上
に
長
さ
四
尺
五
寸
の
唐
獅
子
、
岩
組
牡
丹
の
作
り
花
、

　
　
　
　
　
引
手
の
子
ど
も
出
立
ち
ハ
錦
織
の
小
手
嬬
絆
、
緋
羅
背
板
の
唐
人
羽
織
、

　
　
　
　
　
雲
斎
の
立
付
、
塗
り
笠
、
面
を
か
け
て

　
　
三
人
　
添
綱
引
、
出
立
ち
ハ
花
色
菖
蒲
皮
染
め
の
帷
、
立
筋
染
布
立
付
、
塗
り

　
　
　
　
笠
に
て

　
　
十
七
人
　
屋
台
破
風
作
り
、
胡
蝶
の
舞
人
形
ニ
ツ
、
水
引
緋
羅
背
板
椴
子
織
、

　
　
　
　

見
送
り
緋
羅
紗
金
糸
の
縫
い
、
台
の
下
四
方
幕
布
五
色
竪
筋
、
内
に
三

　
　
　
　

味
線
鼓
太
鼓
笛
の
離
子
有
り
、
内
拾
人
は
釣
人
、
布
花
色
裾
模
様
の
嬬

　
　
　
　

絆
、
柿
染
め
の
脚
半
、
塗
り
笠
に
て

　
　
二
人
年
寄
、
‥
祥
に
て

　
　
二
人
　
同
草
履
取
、
思
い
思
い
の
装
束
に
て
床
几
持

　
　
　

〆
三
拾
三
人

●

絵
巻
で
は
胡
蝶
は
稚
児
舞
に
見
え
る
が
、
本
書
に
よ
る
と
人
形
で
あ
る
こ
と
が
わ

か

る
。
絵
巻
で
は
吹
き
ぬ
け
に
描
か
れ
て
お
り
、
見
送
り
が
掛
け
ら
れ
ず
、
こ
こ

ま
で
細
部
に
は
拘
っ
て
い
な
い
。
「
八
千
代
獅
子
」
は
地
歌
の
曲
名
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
出
し
物
の
名
称
で
あ
る
。
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七

番
　
分
部
町
　
唐
人

　

四

人

　
町
印
持
、
印
ハ
五
本
製
斗
、
出
立
ち
ハ
布
し
ゃ
れ
書
き
染
め
に
て

　

二
人

　
太

鼓
一
柄
、
思
い
思
い
の
装
束
に
て

　

二
人
　
太
鼓
打
、
出
立
ち
ハ
花
色
錦
の
装
束
、
塗
り
笠
に
て

　

二
人

　
太
鼓
打
の
草
履
取
、
萌
黄
今
織
の
装
束
、
塗
り
笠
に
て
床
机
持
つ

　

四

人
　
警
固
、
唐
人
出
立
ち
ハ
緋
羅
背
板
の
装
束
に
て
、
紐
を
帯
し
黒
塗
り
笠
、

　
　
　
　

竹
杖
に
て

　

四
人
　
清
道
の
旗
二
本
、
出
立
ち
ハ
鼠
木
綿
の
装
束
、
黒
塗
り
笠
に
て

　

五

人
　
幟
持
、
幟
は
長
七
尺
五
寸
、
惣
地
緋
羅
紗
に
巻
龍
を
縫
い
付
け
て
、
出

　
　
　
　

立

ち
ハ
鼠
木
綿
の
装
束
、
黒
塗
り
笠
に
て

　

十
人
　
唐
人
の
出
立
ち
ハ
羅
背
板
色
々
の
上
着
、
面
を
か
け
鳴
物
を
持
ち
、
塗

　
　
　
　
り
笠
に
て

　

五

人
　
幟
持
、
出
立
ち
幟
と
も
右
同
前

　
　
一
人
　
吹
き
貫
旗
一
本
、
出
立
ち
は
手
積
み
木
綿
の
装
束
、
黒
塗
り
笠
に
て

　
　
二
人
　
唐
人
、
出
立
ち
ハ
緋
羅
背
板
、
黒
塗
り
笠
、
面
を
か
け
弓
を
持
て

　
　
一
人
　
官
人
、
出
立
ち
ハ
白
地
の
錦
装
束
に
て
紐
を
帯
し
、
冠
を
着
、
面
を
か

　
　
　
　

け
、
唐
団
扇
を
持
て

　
　
二
人
　
朱
唐
傘
持
、
出
立
ち
ハ
鼠
木
綿
被
り
物
有
り
、
唐
傘
の
水
引
緋
羅
背
板

　
　
　
　
に
て

　
　
一
人
　
草
履
取
、
出
立
ち
ハ
萌
黄
地
に
金
糸
入
り
鼠
木
綿
の
下
着
に
て
床
几
持

　
　
二
人
　
年
寄
、
梓
に
て

　
　
二
人
　
同
草
履
取
、
思
い
思
い
の
装
束
に
て
床
几
持
つ

　
　
　

〆
四
拾
九
人

●

絵
巻
に
よ
る
と
、
前
方
の
幟
は
昇
り
龍
、
後
方
は
降
り
龍
で
あ
り
、
官
人
（
通
信

使
節
）
を
輿
に
の
せ
て
鼻
く
釣
り
物
と
な
っ
て
い
る
。
本
書
で
は
、
官
人
は
歩
行

　
で
、
朱
唐
傘
が
差
し
か
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
歴
博
本
絵
巻
の
描
写
と
同
様
で

あ
る
。
城
内
な
ど
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
至
る
と
輿
を
降
り
て
、
練
っ
た
も
の
か
。

　
　
八
番
　
東
町
・
北
町
　
狸
々

三

人
　
町
印
持
、
印
ハ
台
の
上
浪
に
月
、

　
　
　
付
け
、
出
立
ち
ハ
布
嬬
衿
に
て

水
引
狸
々
緋
、
金
糸
に
て
町
名
縫
い

　
　
二
人
　
太
鼓
一
柄
、
釣
人
出
立
ち
は
黒
染
め
帷
、
塗
り
笠
に
て

　
　
二
人
　
太
鼓
打
、
出
立
ち
ハ
緋
羅
背
板
の
着
物
、
糸
錦
の
踏
込
み
、
塗
り
笠
に
て

　

　
二
人
　
宰
領
、
思
い
思
い
の
帷
、
竹
杖
に
て

　
　
五
人
　
引
物
台
、
長
八
尺
五
寸
、
幅
五
尺
、
台
の
上
に
酒
瓶
一
、
唐
風
人
形
老

　
　
　
　
　
松
を
飾
り
、
引
人
子
供
の
出
立
ち
ハ
縮
緬
の
嬬
絆
裸
を
掛
け
、
苧
の
腰

　
　
　
　
　
簑
、
塗
り
笠
に
て

　

　
五
人
　
宰
領
、
思
い
思
い
帷
、
竹
杖
に
て

　

　
四
人
　
添
綱
引
、
出
立
ち
ハ
縫
い
の
立
て
筋
染
の
帷
、
裁
着
、
塗
り
笠
に
て

　
　
二
十
二
人
　
屋
台
庵
作
り
、
中
に
狸
々
人
形
二
、
見
送
り
狸
々
緋
葦
に
月
の
縫

　
　
　
　
　
い
、
下
ハ
四
方
花
色
地
藻
に
貝
の
模
様
の
幕
を
下
げ
、
内
に
笛
鼓
太
鼓

　
　
　
　
　
三
味
線
の
噺
子
有
り
、
八
人
は
釣
人
、
出
立
ち
ハ
木
綿
浪
の
模
様
の
半

　
　
　
　
　
纏
、
塗
り
笠
に
て

　
　
二
人
　
年
寄
、
峠
に
て

　
　
二
人
　
同
草
履
取
、
緋
羅
背
板
の
半
纏
に
て
床
几
持

　
　
　
　
〆
五
拾
人

●

能
の
「
狸
々
」
に
取
材
し
て
い
る
。
曳
き
物
は
い
く
ら
汲
ん
で
も
尽
き
な
い
酒
瓶

を
、
釣
り
物
に
は
「
狸
々
乱
」
の
人
形
を
飾
る
。

　
　
同
（
八
番
）
　
新
立
町
七
福
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
直
　
面
）

三

人
町
印
持
、
印
ハ
浪
に
兎
、
朱
の
半
月
、
台
の
下
水
引
ひ
た
め
ん
模
様
立

　
　
　
浪
町
名
金
糸
の
縫
、
出
立
ち
ハ
白
と
柿
の
段
だ
ら
筋
帷
に
て

二
人

　
警
固
、
思
い
思
い
の
装
束
、
大
脇
差
し
、
竹
杖
に
て

二
人

　
太

鼓
一
柄
、
釣
人
出
立
ち
唐
人
雲
斎
織
、
黄
茶
大
形
模
様
装
束
、
塗
り

　
　
　
笠
に
て
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二

人
　
太
鼓
打
、
唐
子
出
立
ハ
は
緋
羅
紗
の
衣
装
厚
板
金
地
模
様
の
指
貫
、
唐

　
　
　
　
　
人
笠
に
て

　
　
一
人
　
毘
沙
門
、
出
立
ち
萌
黄
地
大
模
様
の
錦
黒
天
鷲
絨
覆
輪
の
衣
装
、
紫
雲

　
　
　
　
　
斎
の
裁
着
、
兜
鎧
を
着
、
紐
を
帯
し
、
面
を
掛
け
、
鉾
を
持
て

　
　
↓
人
　
福
禄
寿
、
出
立
ち
ハ
緋
羅
紗
の
衣
装
厚
板
模
様
の
指
貫
、
錦
の
帯
、
面

　
　
　
　
　
を
掛
け
、
扇
を
持
ち
、
舞
の
手
有
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
相
・
笑
・
粧
）

　
　
一
人
　
恵
比
須
、
出
立
ち
ハ
花
色
嬬
子
慰
斗
目
の
花
し
ょ
う
、
萌
黄
金
紋
紗

　
　
　
　
　
の
狩
衣
、
椴
子
の
裁
着
、
釣
竿
・
鯛
を
背
負
い
、
面
を
掛
け
、
睾
築
を

　
　
　
　
　
吹
き
て

　
　
一
人
　
大
黒
、
出
立
ち
ハ
紺
地
錦
の
衣
装
、
緋
羅
紗
の
立
付
、
赤
地
錦
の
頭
巾
、

　
　
　
　
　
面
を
掛
け
、
太
鼓
を
持
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
相
・
笑
・
粧
）

　
　
一
人
　
寿
老
人
、
出
立
ち
ハ
萌
黄
紋
紗
の
花
し
ょ
う
、
萌
黄
紗
の
頭
巾
、
如

　
　
　
　

意
を
指
し
、
面
を
掛
け
、
横
笛
を
吹
き
て

　
　
一
人
　
布
袋
、
出
立
ち
ハ
菊
地
紺
文
字
の
衣
装
、
雲
斎
薔
金
地
の
裁
着
、
白
錦

　
　
　
　
　
の
帯
、
面
を
掛
け
、
太
鼓
を
持
て

　
　
一
人
　
弁
天
、
出
立
ち
ハ
茶
金
地
錦
の
花
し
ゃ
う
、
緋
羅
紗
の
袴
、
天
冠
を
被

　
　
　
　

り
、
面
を
掛
け
、
唐
団
扇
を
持
て

　
　
一
人
　
下
官
、
出
立
ち
は
鼠
紋
羽
の
装
束
、
同
木
綿
の
手
縫
い
股
引
き
に
て
、

　
　
　
　

長
柄
の
唐
団
扇
を
差
し
掛
け
て

　
　
七
人
　
警
固
、
思
い
思
い
の
出
立
ち
に
て

　
　
二
人
　
年
寄
、
峠
に
て

　
　
二
人
　
同
草
履
取
、
縮
緬
宝
尽
く
し
の
模
様
半
纏
に
て
床
机
持

　
　
　

〆
二
拾
八
人

●

絵
巻
は
本
書
と
町
印
は
同
じ
だ
が
、
新
中
町
に
よ
る
能
「
江
口
」
が
主
題
で
あ
り
、

曳
き
物
が
松
に
憩
う
西
行
法
師
、
釣
り
物
が
白
象
に
の
る
江
口
遊
君
人
形
と
禿
が

乗
っ
た
屋
台
が
描
か
れ
て
い
る
。
樋
田
論
文
に
よ
る
と
、
屋
台
下
か
ら
は
や
さ
し

　
い
糸
竹
の
曲
が
奏
せ
ら
れ
た
と
あ
る
。
歴
博
本
に
は
新
立
町
の
主
題
が
「
七
福
人

（神
）
」
で
あ
る
の
で
、
前
者
と
続
き
歴
博
本
と
同
様
の
出
し
物
で
あ
る
。

　
　
　
　
九
番
　
堀
川
町
・
新
仲
町
　
海
虚
女
汐
汲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
竿
）

　
　
三

人
　
町
印
持
、
印
ハ
岩
組
に
恵
比
須
、
釣
樟
・
鯛
を
持
、
後
に
幣
二
本
、
台

　
　
　
　
　
の
下
水
引
緋
羅
紗
に
金
糸
に
て
町
名
縫
い
付
け
、
出
立
ち
ハ
木
綿
大
形

　
　
　
　
　
半
纏
に
て

　
　
一
人
　
宰
領
、
羽
織
立
付
、
大
脇
差
し
、
竹
杖
に
て

　
　
二
人
　
太
鼓
一
柄
、
釣
人
の
出
立
ち
ハ
木
綿
大
形
青
海
波
の
単
衣
物
、
塗
り
笠

　
　
　
　
　
に
て

　
　
二
人
　
太
鼓
打
、
出
立
ち
ハ
黄
羅
背
板
の
半
纏
、
金
糸
の
腰
簑
、
菅
笠
に
て

　
　
四
人
　
車
台
の
長
八
尺
、
幅
五
尺
、
上
に
海
女
汐
汲
み
人
形
ニ
ツ
乗
せ
、
押
人

　
　
　
　
　
の
出
立
ち
ハ
木
綿
大
形
青
海
波
の
単
衣
物
、
塗
り
笠
に
て

　

　
十
人
　
屋
台
、
浜
御
殿
作
り
、
四
方
狸
々
緋
の
水
引
、
中
に
行
平
人
形
、
下
は

　
　
　
　

浅
黄
天
鷲
絨
金
糸
に
て
浪
の
縫
い
、
幕
を
下
げ
、
内
に
三
味
線
太
鼓
笛

　
　
　
　

鼓
摺
り
鉦
の
噺
子
有
り
、
釣
人
出
立
ち
ハ
木
綿
大
形
青
海
波
の
単
衣
物
、

　
　
　
　
股
引
き
、
塗
り
笠
に
て

　
　
二
人
　
年
寄
、
梓
に
て

　
　
二
人
　
同
草
履
取
、
思
い
思
い
の
装
束
に
て
床
几
持

　
　
　

〆
二
拾
六
人

●

能
「
松
風
」
を
主
題
と
し
、
曳
き
物
は
須
磨
の
浦
に
お
い
て
汐
を
汲
む
松
風
と
村

雨
、
釣
り
物
は
在
原
行
平
の
人
形
を
飾
る
。

　
　
同
（
九
）
番
　
浜
魚
町
　
笠
鉾

三

人
　
町
印
持
、
印
ハ
笠
鉾
、
上
に
唐
団
扇
、
台
花
塗
り
、
町
名
箔
字
に
書
き

　
　
　
付
け
、
水
引
緋
羅
背
板
網
を
か
け
て

四

人
　
太
鼓
一
柄
、
思
い
思
い
の
装
束
に
て

二

人
　
警
固
、
思
い
思
い
の
装
束
、
大
脇
差
し
、
竹
杖
に
て
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六

十
人
　
笠
鉾
十
五
本
、
出
立
ち
ハ
木
綿
袖
な
し
嬬
衿
、
思
い
思
い
の
平
紋
付

　
　
　
　

け
て
、
傘
鉾
の
上
に
鳥
毛
諸
木
花
、
色
々
の
作
り
物
上
ふ
き
木
綿
水
引
、

　
　
　
　

今
織
椴
子
緋
羅
背
板
、
色
々
の
下
げ
物
、
扇
団
扇
、
布
の
小
袋
、
木
綿

　
　
　
　
絹
帯
、
色
々
に
て

　
　
二
人
　
年
寄
、
梓
に
て

　
　
二
人
　
同
草
履
取
、
思
い
思
い
の
帷
着
て
床
几
持

　
　
　

〆
七
拾
三
人

●

絵
巻
で
は
傘
鉾
は
展
気
楼
の
作
り
物
な
ど
十
三
本
で
あ
る
。
年
に
よ
っ
て
作
り
物

　
の
趣
向
も
数
も
違
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
十
番
　
伊
予
町
・
岩
田
町
　
母
衣
指

五

人
　
町
印
持
、
印
ハ
台
の
上
に
唐
団
扇
、
銀
の
費
、
白
絹
の
吹
貫
、
上
に
鳥

　
　
　
毛
、
台
の
下
水
引
赤
目
頭
巾
、
町
名
縫
い
付
け
、
出
立
ち
ハ
木
綿
千
草

　
　
　
小
紋
嬬
衿
に
て

四

人
　
太
鼓
一
柄
、
思
い
思
い
の
装
束
に
て

一
人
　
旗
持
、
旗
は
長
さ
一
丈
二
尺
、
上
二
尺
、
錦
下
白
絹
、
出
立
ち
ハ
木
綿

　
　
　
猿
嬬
絆
股
引
、
白
と
紺
横
筋
袖
な
し
羽
織
、
塗
り
笠
、
刀
脇
差
し
に
て

一
人
　
吹
貫
持
、
吹
貫
ハ
長
さ
一
丈
二
尺
、
紅
白
の
絹
、
出
立
ち
ハ
右
同
前

二

十
人
　
珠
引
、
車
の
上
に
金
銀
の
珠
二
つ
、
狸
々
緋
の
日
覆
い
、
出
立
ち
ハ

　
　
　
錦
の
装
束
、
天
鷲
絨
の
胸
当
、
狸
々
緋
の
袖
な
し
羽
織
、
木
綿
菖
蒲
皮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
副
か
）

　
　
　
染
め

裁
着
、
塗
り
笠
、
そ
ゐ
を
さ
し
て

二

十
人
　
警
固
、
思
い
思
い
の
出
立
ち
に
て

四

人

　
添
綱
引
、
出
立
ち
は
木
綿
紺
立
浪
の
半
着
、
菖
蒲
皮
染
め
の
裁
着
、
脇

　
　
　
差
し
、
塗
り
笠
に
て

三

人
　
十
四
、
五
の
子
供
、
緋
絨
の
鎧
、
太
刀
を
楓
き
、
赤
き
絹
に
て
包
み
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鋒
）

　
　
　
る
母
衣
、
籠
を
さ
し
た
ら
ば
、
半
月
中
に
五
尺
の
鳥
毛
の
ほ
う

三

人

　
警

固
、
思
い
思
い
の
帷
、
竹
杖
に
て

　

三

人
　
十
四
、
五
の
子
供
、
緋
絨
の
鎧
、
黒
き
太
刀
を
侃
き
、
白
地
に
黒
子
も

　
　
　
　

ち
筋
の
絹
に
て
包
み
た
る
母
衣
籠
指
物
は
、
半
月
の
中
に
銀
、
下
に

　
　
　
　

狸
々
緋
の
馬
連

　

三

人
　
警
固
、
思
い
思
い
の
帷
、
竹
杖
に
て

　
　
二
十
八
人
　
屋
台
、
天
幕
赤
色
の
水
引
、
台
の
上
神
功
皇
后
の
人
形
、
武
者
人

　
　
　
　

形
、
台
の
下
四
方
幕
立
浪
の
模
様
、
内
に
太
鼓
鼓
摺
り
鉦
、
外
に
笛
の

　
　
　
　

離
子

有
り
、
内
八
人
は
釣
手
、
出
立
ち
ハ
千
草
小
紋
の
嬬
衿
、
黒
塗
り

　
　
　
　
の
笠
に
て

　
　
二
人
　
警
固
、
思
い
思
い
の
帷
羽
織
裁
着
、
塗
り
笠
、
大
脇
差
し
に
て

　
　
二
人
　
年
寄
、
峠
に
て

　
　
二
人
　
同
草
履
取
、
思
い
思
い
の
装
束
に
て
床
几
持

　
　
　

〆
百
壱
人

●

最
も
多
い
参
加
人
数
の
「
母
衣
指
」
で
あ
る
が
、
樋
田
氏
に
よ
る
と
こ
の
主
題
名

は
「
筑
紫
祝
」
と
い
う
。
曳
き
物
に
干
満
二
珠
、
釣
り
物
が
神
功
皇
后
と
武
内
大

臣
人
形
で
あ
る
の
で
、
神
功
皇
后
の
筑
紫
よ
り
の
三
韓
出
兵
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

母
衣
武
者
は
神
功
皇
后
の
従
者
で
あ
る
。
肥
田
論
文
で
は
曳
き
物
に
海
神
の
人
形

を
記
し
て
い
る
が
、
絵
巻
に
は
波
頭
に
海
神
人
形
ら
し
き
も
の
が
立
っ
て
い
る
。

本
書
に
は
そ
の
記
述
は
な
い
。
伊
予
町
と
岩
田
町
は
隣
接
し
て
い
る
の
で
一
組
を

　
成
す
。

　
　
一
人
　
伊
藤
又
五
郎
　
又
五
郎
痛
所
二
付
伊
藤
太
三
郎
相
勤
申
候

　
　
二
人
　
刀
指

　
　
一
人
　
挟
箱
持

　
　
］
人
　
草
履
取

　
　
　
〆
五
人

●

津
八
幡
宮
祭
礼
で
は
津
藩
家
臣
団
が
顕
著
で
は
な
い
が
、
こ
こ
は
藩
の
武
士
が
威

儀

を
正
し
て
い
る
。
惣
押
え
と
し
て
町
年
寄
の
伊
藤
又
五
郎
が
麻
峠
で
威
儀
を
正
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し
て
行
列
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
病
気
の
た
め
近
親
者
が
替
わ
っ
て
い
る
。

　
御
輿
の
次
第

御
鑓
杖
突
き

御
鑓
草
履
取

御
鑓
十
本

御
弓
杖
突
き

同
草
履
取

御
弓
十
張

太
鼓
一
柄

口
取
り

獅
子
弐
頭

御
旗
二
本

御
鉾
三
本

市舎
人

御
幣
弐
本

御
弓
袋
に
入
て

御
太
刀
袋
に
入
て

御
警
固

御
輿
昇
き

御
輿
の
廻
り
篠
の
葉
持
候
子
供

　
　

内
三
十
二
人

　
　
　
　
二
十
人

長
柄
唐
傘
袋
に
入
て

■
帽
子
素
襖
小
刀
指

稚
児

一
人

一
人

十
人

二
人

二
人

十
人

三

人
二
人

四

人
四
人

六
人

三

人
　
馬
に
乗

六
人

二
人

一
人

二
人

二
人

三

十
五
人
口
か
け
持
と
も

　
　
　
　
五
十
二
人

藤
方
村

垂
水
村

一
人

八
人

三
人

稚
児
に
国
の
旗
差
し
掛
け
候
者
　
弐
人

別
当
の
沓
持

同
説
草
箱
持

同
若
頭

別
当

同
輿
昇
き

神
主
冠
を
着

同
若
党

同
長
刀
持

同
立
傘
持

同
草
履
取
り

同
挟
箱
持

御
鑓
十
本

　

〆
二
百
壱
人

一
人

二
人

四
人

一
人
輿

に
乗
る

十
二
人

一
人
黒
装
束
に
て
馬
に
乗

四
人

一
人

一
人

一
人

一
人

十
人

　
　
惣
人
数
千
八
十
人

●

絵
巻

に
は
市
（
巫
女
）
は
乗
馬
姿
で
二
人
、
本
書
に
い
う
「
御
輿
の
廻
り
で
篠
の
葉

を
持
っ
た
子
ど
も
」
は
獅
子
の
前
に
四
人
描
か
れ
て
い
る
。
別
当
が
先
、
神
主
が

後
と
い
う
の
は
、
絵
巻
に
も
描
か
れ
、
当
時
の
寺
社
の
あ
り
方
が
反
映
し
て
い
る
。

　
　
神
輿
の
駕
輿
丁
は
八
幡
町
若
者
で
あ
る
。
本
書
に
は
参
加
者
一
〇
八
〇
人
の
装

束
や
持
ち
物
が
詳
述
さ
れ
て
お
り
、
他
の
祭
礼
史
料
に
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。

　
　
本
書
の
内
容
と
、
石
水
本
は
酷
似
し
て
い
る
が
、
本
書
の
二
つ
の
出
し
物
に
関

　
し
て
は
歴
博
本
絵
巻
と
同
様
で
あ
る
の
で
、
近
世
後
期
に
あ
っ
て
も
出
し
物
は
微

妙
に
変
わ
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
奥
書
に
あ
る
千
歳
山
文
庫
と
は
、
津
市

垂
水
の
千
歳
山
に
あ
っ
た
文
庫
の
こ
と
か
。
津
藩
校
の
初
代
督
学
の
津
阪
孝
緯
の

建
議
に
よ
り
遊
園
地
と
な
し
、
津
の
名
勝
地
の
一
つ
と
な
り
、
文
人
た
ち
が
来
遊

　
し
た
。

149



国立歴史民俗博物館研究報告

　　第98集　2003年3月

②
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
本
の
検
討

　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
は
、
東
京
古
典
会
入
札
会
に
お
い
て
入
手
し
た
祭
礼
絵

巻
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
部
は
筆
者
が
『
歴
博
万
華
鏡
』
（
朝
倉
書
店
、
二
〇

〇

〇

年
）
に
お
い
て
紹
介
し
た
が
、
構
成
表
に
ミ
ス
プ
リ
ン
ト
も
あ
る
の
で
、
こ
こ

に

訂
正
し
た
い
。

　
歴
博
本

は
縦
八
・
九
×
横
一
一
五
七
・
五
セ
ン
チ
の
絵
巻
で
、
普
通
の
絵
巻
サ
イ
ズ

か

ら
す
る
と
、
天
地
が
極
端
に
小
さ
い
。
先
に
あ
げ
た
六
本
の
絵
巻
の
な
か
で
も
、

こ
の
サ
イ
ズ
は
歴
博
本
の
み
で
あ
る
。
入
手
し
た
時
に
は
上
蓋
な
し
木
箱
入
り
で
あ

る
が
、
こ
れ
が
本
来
の
も
の
か
不
明
で
あ
る
。
冒
頭
に
「
坂
く
ら
氏
」
「
八
幡
宮
祭

礼
」
と
墨
書
が
あ
る
ほ
か
、
町
方
行
列
や
神
輿
渡
御
の
部
分
に
満
遍
な
く
墨
書
が
あ

る
点
が
他
の
絵
巻
と
異
な
り
、
本
絵
巻
が
歴
史
史
料
と
し
て
も
重
要
な
点
で
あ
る
。

　

さ
て
、
歴
博
本
の
各
町
の
出
し
物
の
主
題
、
傘
鉾
を
記
し
、
練
り
物
に
は
実
線
を
、

曳
き
物
に
は
点
線
を
、
釣
り
物
に
は
波
線
を
付
し
た
。
出
し
物
名
は
墨
書
が
あ
る
場

合

は
そ
れ
に
よ
り
、
無
い
場
合
は
『
八
幡
御
祭
礼
之
次
第
』
に
よ
っ
た
。

1234567

西

町
・
塔
世
町

釜
屋
町

萬
町

立

町
・
西
之
番
・
京
口
町

西
来
寺
町

大
門
町

蔵
町

8
　
中
ノ
番
町
・
宿
屋
町

布
袋
　
火
炎
宝
珠
　
布
袋
子
　
布
袋

山
伏
　
立
傘
　
童
山
伏
と
先
達

太
閤
進
舵
　
千
成
瓢
箪
　
張
籠
馬
武
者
　
屋
形
船

（加
藤
清
正
と
豊
臣
秀
吉
人
形
）

小
鳥
威
し
　
鷹
　
餌
差
と
鷹
匠
　
桜
林
の
山
車

草
刈
　
諌
鼓
鶏
　
牛
の
背
に
笛
吹
き
官
人

融
　
鳳
風
潮
汲
　
塩
竈
　
屋
形
に
融
大
臣
の
人
形

菊
慈
童
　
菊
水
桶
　
白
菊
と
赤
菊
の
離
　
四
阿
の

中
に
菊
慈
童

聖
　
薄
の
上
に
満
月
　
六
人
の
高
野
聖
（
毎
年
新

9
　
地
頭
領
町

10

　
南
世
古
町
・
大
世
古
町

11

　
築
地
町

12

　
山
之
世
古
町

13

　
分
部
町

14

　
新
魚
町

15

　
浜
魚
町

16

　
新
立
町

17

　
堀

川
町
・
新
中
町

18

　
東
町
・
北
町

19

　
伊
予
町
・
岩
田
町

趣
向
の
か
ら
く
り
台
）

小
督
　
扇
　
源
仲
国
（
高
倉
院
勅
使
）
　
琴
を
弾
く

小
督

小
鳥
威
し
　
松
に
と
ま
る
鷹
　
餌
差
と
籠
に
入
れ

劇風
流
石
橋
　
牡
丹
　
牡
丹
　
高
楼
の
中
に
石
橋
の

舞
人
形

出
世
山
姥
　
斧
に
采
配
　
熊
に
乗
っ
た
金
時
人
形

山
家
の
山
婆
人
形

唐
人
　
金
の
十
一
本
憂
斗
　
幟
・
旗
・
楽
器
に
よ

る
朝
鮮
通
信
使
行
列

唐
獅
子
　
石
台
に
牡
丹
　
唐
獅
子
と
牡
丹

傘
鉾
　
海
老
　
六
本
の
傘
鉾
（
毎
年
趣
向
が
違
う
）

七

福
神
　
半
月
に
浪
に
兎
　
七
福
神

松
風
村
雨
　
蛭
子
神
　
船
を
漕
ぐ
漁
師
　
松
風
村

雨
の
潮
汲
み
人
形

こ
の
あ
と
、
神
輿
渡
御
、
八
幡
宮
別
当
の
寒
松
院
、

龍
宮
　
亀
に
宝
珠
　
鯛
・
海
老
・
蛸
の
被
り
も
の

龍
宮

神
功
皇
后
　
軍
配
団
扇
と
采
配
　
干
珠
満
珠
　
神

功
皇
后
と
武
内
大
臣
　
母
衣
武
者

　
　
　
　
　
　
　
　
八
幡
宮
神
主
の
丹
後
が
続
く
。

　
歴
博
本
の
特
徴
を
検
討
し
よ
う
。

　
（
1
）
火
炎
宝
珠
の
作
り
物
を
の
せ
、
西
町
・
塔
世
町
と
墨
書
さ
れ
た
幕
を
下
げ

た
傘
鉾
状
の
も
の
を
町
印
と
い
い
、
一
人
が
持
ち
、
町
印
が
倒
れ
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
で
あ
ろ
う
か
、
二
人
が
後
方
よ
り
、
綱
で
バ
ラ
ン
ス
よ
く
操
っ
て
い
る
よ
う
に

み

え
る
。
こ
の
描
写
は
他
町
の
町
印
も
同
じ
で
あ
る
が
、
石
水
本
に
は
見
え
な
い
描
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写
で
あ
る
。
町
印
持
ち
の
前
掛
け
に
も
火
炎
宝
珠
の
印
が
あ
る
詳
細
な
描
写
で
あ
る
。

四

本
の
唐
幟
を
持
つ
唐
子
と
、
三
本
の
吹
貫
を
持
つ
唐
子
が
混
合
し
て
お
り
、
合
わ

せ
て

「布
袋
子
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
七
人
と
太
鼓
打
ち
は
唐

子
姿
で
子
ど
も
の
役
で
あ
ろ
う
。
現
在
残
っ
て
い
る
布
袋
人
形
の
山
車
と
し
て
は
、

名
古
屋
市
緑
区
有
松
町
の
有
松
祭
り
の
布
袋
車
が
、
文
字
を
書
く
唐
子
車
と
と
も
に

有
名
で
あ
る
。

　
（
2
）
大
太
刀
を
腰
に
差
し
た
先
達
が
傘
を
さ
し
か
け
ら
れ
て
進
む
。
石
水
本
で

も
先
達
が
山
伏
に
く
ら
べ
て
大
き
い
の
は
、
山
伏
が
子
ど
も
で
、
肥
田
論
文
で
は
童

山
伏
と
表
現
さ
れ
る
。

　
（
3
）
町
印
は
太
閤
の
馬
印
と
し
て
知
ら
れ
る
千
成
瓢
箪
（
果
実
が
小
さ
く
数
多

く
群
が
る
の
が
特
徴
）
を
象
っ
た
文
様
。
龍
頭
の
軍
装
船
の
船
首
に
は
弓
を
抱
え
た

加
藤
清
正
人
形
、
屋
形
に
は
豊
臣
秀
吉
人
形
が
飾
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
曳
き
綱
の
前

後
に
黒
人
の
春
駒
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
の
が
、
具
足
兜
を
着
、
籠
の
張
ぼ
て
の

作
り
馬
に
乗
っ
た
二
人
の
籠
馬
武
者
で
あ
る
。
石
水
本
も
二
人
で
あ
る
が
、
『
八
幡

宮
祭
礼
之
次
第
』
で
は
一
人
と
あ
る
。
こ
の
二
人
は
あ
く
ま
で
も
豊
公
出
陣
を
引
き

立
て

る
脇
役
、
警
固
役
で
あ
り
、
観
客
の
笑
い
や
離
し
を
誘
う
よ
う
な
、
あ
る
意
味

で

は
道
化
役
で
あ
っ
た
。
明
治
期
に
な
る
と
、
籠
馬
武
者
が
二
、
三
の
町
で
独
立
し

た
出
し
物
と
な
り
、
離
子
や
踊
り
も
工
夫
さ
れ
た
。
分
部
町
の
唐
人
踊
り
と
と
も
に

現
在
で
も
人
気
の
出
し
物
で
あ
り
、
子
ど
も
シ
ャ
ゴ
馬
ま
で
多
数
登
場
し
て
い
る
。

シ
ャ
ゴ
馬
は
赤
熊
と
馬
、
シ
ャ
グ
マ
ウ
マ
が
縮
ま
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う

　
（
4
）
一
か
ら
三
番
ま
で
は
絵
巻
と
『
八
幡
宮
祭
礼
之
次
第
』
は
同
じ
主
題
で
あ
っ

た
が
、
四
番
は
異
な
り
、
絵
巻
は
鷹
狩
で
あ
る
。
餌
差
・
鷹
匠
・
網
持
ち
が
練
り
物

で
、
桜
林
が
釣
り
物
で
あ
り
、
城
内
に
お
け
る
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
は
、
桜
林
を
舞

台
に
鷹
狩
の
模
擬
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
（
5
）
西
来
寺
町
の
町
印
の
諌
鼓
鶏
は
、
江
戸
の
天
下
祭
り
な
ど
、
近
世
城
下
町

祭
礼
に
は
お
馴
染
み
の
町
印
で
あ
る
。
練
り
物
は
草
刈
り
童
子
三
人
、
続
い
て
牛
の

背
に
笛
吹
き
人
形
の
曳
き
物
が
続
く
。
石
水
本
で
は
草
刈
童
子
の
人
形
が
釣
り
物
に

飾
ら
れ
て
お
り
、
『
八
幡
宮
御
祭
礼
之
次
第
』
で
も
同
様
で
あ
る
。

　
（
6
）
大
門
町
の
塩
竈
の
曳
き
物
は
千
賀
の
浦
に
お
け
る
遊
宴
の
様
子
を
あ
ら
わ

す
、
そ
の
後
ろ
の
釣
り
物
に
は
融
大
臣
の
曲
を
舞
う
人
形
が
す
え
ら
れ
る
。
石
水
本

や

『八
幡
宮
御
祭
礼
之
次
第
』
で
は
、
楽
太
鼓
を
飾
っ
た
龍
頭
作
り
の
屋
形
船
の
釣

り
物
で
あ
り
、
そ
の
屋
形
は
空
で
あ
る
の
で
、
融
人
形
を
置
き
換
え
た
り
す
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。
釣
り
物
下
の
幕
内
で
は
「
融
」
に
ち
な
む
離
子
が
奏
せ
ら
れ
る
。

　
（
7
）
蔵
町
の
曳
き
物
は
、
白
菊
と
赤
菊
の
籠
の
花
車
二
輔
、
四
阿
の
中
に
菊
を

持
つ
童
（
菊
慈
童
人
形
）
が
座
る
釣
り
物
、
釣
り
物
下
の
幕
内
で
は
、
「
枕
（
菊
）
慈

童
」
に
関
す
る
難
子
が
奏
せ
ら
れ
る
。

　
（
8
）
中
ノ
番
町
・
宿
屋
町
の
高
野
聖
は
名
古
屋
東
照
宮
祭
礼
や
犬
山
祭
礼
（
『
尾

張
年
中
行
事
絵
抄
』
三
）
な
ど
、
中
京
地
方
の
都
市
祭
礼
の
風
流
と
し
て
人
気
が
あ
っ

た
。
こ
の
作
り
物
と
し
て
は
、
玩
具
の
猿
弾
き
、
巨
大
な
パ
イ
プ
を
潜
り
抜
け
る
唐

人
人
形
な
ど
で
あ
る
。

　
（
9
）
地
頭
領
町
は
、
能
「
小
督
」
に
因
む
も
の
で
、
川
を
騎
馬
で
渡
る
源
仲
国

（高
倉
院
勅
使
）
と
琴
を
弾
く
小
督
か
ら
成
る
。
曳
き
物
は
乗
馬
姿
で
笛
を
吹
く
源

仲
国
人
形
、
釣
り
物
は
嵯
峨
野
の
柴
屋
の
小
督
人
形
。
釣
り
物
下
の
幕
内
で
は
、
「
小

督
」
に
関
す
る
難
子
が
奏
せ
ら
れ
る
。

　
（
1
0
）
南
世
古
町
・
大
世
古
町
の
鷹
狩
の
町
印
は
松
に
と
ま
る
鷹
で
、
（
4
）
と
趣

向
が
異
な
る
。
ま
た
、
鳥
籠
が
巨
大
で
あ
り
、
釣
り
物
化
し
て
い
る
点
も
異
な
る
。

こ
の
鳥
籠
の
鳥
は
赤
く
本
物
の
鳥
の
可
能
性
が
あ
る
。

　
（
1
1
）
築
地
町
の
曳
き
物
は
牡
丹
、
釣
り
物
は
高
楼
の
屋
台
の
中
で
石
橋
の
曲
を

舞
う
人
形
が
飾
ら
れ
る
。
屋
台
下
の
幕
内
で
は
「
石
橋
」
に
関
す
る
離
子
が
奏
さ
れ

る
。　

（
1
2
）
山
之
瀬
古
町
の
町
印
「
斧
に
采
配
」
は
金
時
の
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
で
あ
り
、

曳
き
物
は
熊
に
乗
っ
た
金
時
人
形
を
猿
に
扮
し
た
人
が
曳
く
。
釣
り
物
は
山
家
に
お

け
る
山
婆
人
形
、
言
う
ま
で
も
な
く
金
時
の
母
親
で
あ
る
。

　
（
1
3
）
分
部
町
の
町
印
は
金
の
十
一
本
慰
斗
で
、
石
水
本
と
『
八
幡
宮
御
祭
礼
之
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次
第
』
に
描
か
れ
る
五
本
慰
斗
と
は
異
な
る
。
現
在
の
唐
人
踊
り
の
町
印
は
自
動
車

に
の
せ
た
金
色
の
五
本
憂
斗
で
あ
る
。
現
在
は
そ
の
後
ろ
に
、
大
旗
（
昇
り
龍
）
、

清
道
旗
、
嘲
爪
二
、
踊
り
、
笛
二
、
鉦
二
、
大
太
鼓
、
小
太
鼓
二
、
す
り
彫
で
あ
る
。

絵
巻
で
は
二
十
二
名
構
成
、
『
八
幡
宮
御
祭
礼
之
次
第
』
と
本
絵
巻
き
で
は
通
信
使

節
は
徒
歩
で
あ
る
が
、
石
水
本
で
は
輿
に
乗
っ
て
い
る
。

　
（
1
4
）
は
新
魚
町
の
八
千
代
獅
子
は
、
石
水
本
や
『
八
幡
宮
御
祭
礼
之
次
第
』
で

は
、
十
三
番
で
あ
り
、
岩
組
に
牡
丹
の
作
り
花
、
四
尺
五
寸
の
唐
獅
子
の
大
人
形
を

据

え
た
曳
き
物
に
、
胡
蝶
の
舞
人
形
を
二
体
の
せ
た
釣
り
物
と
い
う
構
成
で
あ
る
が
、

絵
巻
で
は
唐
獅
子
と
岩
組
が
曳
き
物
と
な
っ
て
お
り
、
釣
り
物
は
な
い
。

　
（
1
5
）
浜
魚
町
は
五
本
の
傘
鉾
で
あ
る
が
、
そ
の
作
り
物
は
、
高
砂
（
尉
と
姥
）
の

島
台
、
浦
島
太
郎
、
仁
戸
田
四
郎
（
猪
逆
の
り
）
、
柳
に
蜘
蛛
の
巣
、
南
洋
植
物
で

あ
る
。
傘
鉾
を
先
導
す
る
海
老
の
作
り
物
の
町
印
も
、
傘
鉾
に
く
ら
べ
る
と
少
し
小

型
、
四
角
形
、
垂
れ
幕
に
町
名
が
記
さ
れ
る
点
が
異
な
っ
て
い
る
。
石
水
本
と
『
八

幡
宮
御
祭
礼
之
次
第
』
で
は
傘
鉾
は
十
八
番
目
の
出
し
物
で
、
前
者
で
は
傘
鉾
十
三

本
、
後
者
は
十
五
本
あ
る
。

　
（
1
6
）
新
立
町
の
七
福
神
は
毘
沙
門
、
布
袋
、
扇
を
持
っ
た
福
禄
寿
、
鼓
を
持
っ

た
大
黒
、
恵
比
寿
、
寿
老
人
、
弁
天
の
順
で
練
っ
て
い
る
。

　
（
1
7
）
堀
川
町
・
新
中
町
は
太
鼓
を
打
ち
、
耀
を
漕
ぐ
子
ど
も
を
二
人
の
せ
た
楽

奏
船
の

曳
き
物
で
あ
る
が
、
運
行
方
法
と
し
て
は
押
す
ら
し
い
。
そ
の
後
は
岩
組
に

松
の

浜
御
殿
に
松
風
と
村
雨
の
汐
汲
み
人
形
の
釣
り
物
で
あ
り
、
屋
台
下
は
幕
が
中

央
で
括

ら
れ
て
い
る
の
で
、
徒
囎
子
三
人
の
足
が
見
え
る
。
「
松
風
」
に
関
す
る
離

子
が
奏
せ
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
（
1
8
）
東
町
・
北
町
は
鯛
・
海
老
・
蛸
の
被
り
も
の
を
被
き
銅
拍
子
を
鳴
ら
す
練

り
風
流
、
「
龍
宮
」
と
墨
書
さ
れ
た
釣
り
物
に
は
龍
と
火
炎
ら
し
き
も
の
が
飾
ら
れ
、

屋
台
下
は
先
と
お
な
じ
く
幕
が
括
ら
れ
、
徒
難
子
が
見
え
る
。

　
（
1
9
）
伊
予
町
・
岩
田
町
の
町
印
は
軍
配
団
扇
と
采
配
、
兜
の
鍬
形
が
極
端
に
大

き
く
な
っ
た
母
衣
武
者
、
干
珠
満
珠
の
曳
き
物
、
神
功
皇
后
と
武
内
大
臣
人
形
の
釣

り
物
か
ら
な
る
。
『
八
幡
宮
御
祭
礼
之
次
第
』
で
は
、
干
満
二
珠
は
金
銀
と
あ
る
が
、

絵
巻
で
は
ど
ち
ら
も
金
。
石
水
本
・
『
八
幡
宮
御
祭
礼
之
次
第
』
で
は
、
曳
き
物
・

母
衣
武
者
・
釣
り
物
の
順
で
あ
る
が
、
絵
巻
で
は
曳
き
物
・
釣
り
物
・
母
衣
武
者
の

順
で

あ
る
。
絵
巻
の
釣
り
物
の
屋
台
下
幕
は
、
横
面
の
み
で
は
な
く
、
正
面
も
中
央

が
括

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
以
上
が
町
方
か
ら
出
る
行
列
で
あ
り
、
以
下
は
神
社
側
の
神
輿
渡
御
行
列
で
あ
る
。

　
絵
巻
に
は
こ
の
行
列
に
つ
い
て
も
墨
書
が
あ
り
、
初
め
の
二
文
字
は
不
明
で
あ
る

が
、
「
八
幡
宮
」
と
あ
る
幟
五
人
、
「
か
ず
か
り
」
（
鑓
持
ち
）
七
人
、
弓
組
八
人
、

か
す
禰
宜
四
人
、
床
几
持
ち
二
人
、
「
い
ち
」
（
巫
女
）
二
人
、
「
銭
箱
」
二
人
、
「
く

す
禰
宜
」
二
人
、
「
八
幡
宮
」
の
神
輿
、
こ
の
後
に
『
八
幡
宮
御
祭
礼
之
次
第
』
に

い

う
篠
の
葉
を
持
つ
子
ど
も
が
続
く
。
「
し
し
」
と
あ
る
二
組
は
そ
れ
ぞ
れ
、
獅
子

頭

を
持
つ
大
人
、
油
単
の
端
を
持
つ
子
ど
も
及
び
獅
子
あ
や
し
役
と
思
わ
れ
る
鳥
兜

の
口

取

り
（
子
ど
も
）
の
三
人
一
組
で
あ
る
。
こ
れ
は
八
幡
宮
が
あ
る
八
幡
村
か
ら

出
た
八
幡
獅
子
で
、
現
在
は
復
活
し
て
い
る
。
川
北
佐
平
治
氏
は
「
い
つ
し
か
八
幡

の
獅
子

も
衰
微
し
て
い
っ
た
の
を
明
治
三
十
一
年
二
月
十
日
こ
れ
を
中
興
復
活
し
鈴

鹿
郡
山
よ
り
再
び
学
び
と
り
大
正
の
初
期
迄
毎
年
祭
礼
後
四
十
日
ほ
ど
の
間
氏
子
各

町

を
舞
い
つ
づ
け
た
と
言
う
こ
と
で
す
。
従
っ
て
、
八
幡
獅
子
が
津
の
祭
礼
の
中
で

獅
子
舞
を
演
じ
た
の
は
、
こ
の
明
治
中
期
以
後
と
考
え
た
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
」

（「津
八
幡
獅
子
の
い
わ
れ
」
『
津
市
民
芸
術
団
体
』
三
号
、
一
九
九
〇
年
）
と
し
て
、

太

鼓
の
胴
の
裏
側
に
明
治
三
十
一
年
二
月
十
日
の
発
起
人
、
津
八
幡
町
南
組
の
銘
が

あ
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
石
水
本
も
、
歴
博
本
で
も
赤
頭
で
あ
り
、
歴
博
本
が
興

味
深
い
の
は
津
市
一
身
田
中
野
に
残
っ
て
い
る
獅
子
舞
と
酷
似
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

中
野
の
獅
子
舞
は
頭
、
あ
と
舞
、
口
取
り
の
三
名
か
ら
成
り
、
後
者
二
名
は
小
学
生

で

あ
る
。
少
年
は
裁
着
姿
、
口
取
り
は
鶏
冠
と
天
狗
の
面
を
つ
け
、
彫
を
す
る
と
あ

る
。
歴
博
本
で
は
面
は
判
別
で
き
な
い
が
、
ま
さ
し
く
こ
の
姿
で
あ
る
。
中
野
獅
子

の

か

つ
て

の
獅
子
頭
に

は
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
及
び
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）

再
興
の
銘
が
あ
る
。
川
北
論
文
に
よ
る
と
、
津
に
お
け
る
の
獅
子
舞
の
記
録
は
『
大
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宝

院
日
記
』
に
明
和
の
頃
、
奄
芸
郡
郡
山
（
現
鈴
鹿
市
）
の
獅
子
舞
が
津
城
で
正
月

十
一
日
に
舞
っ
た
と
あ
り
、
八
幡
町
の
古
老
の
伝
承
に
よ
る
と
、
八
幡
獅
子
舞
も
明

和
年
間
に
舞
曲
の
優
美
な
郡
山
よ
り
舞
い
方
を
学
ん
だ
と
い
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

神
輿
渡
御
の
獅
子
と
旧
正
月
の
門
付
け
芸
と
し
て
の
獅
子
は
分
け
て
考
え
る
こ
と
が

必
要

と
思
わ
れ
る
。
『
津
市
史
』
に
よ
る
と
、
藩
政
期
の
八
幡
の
獅
子
は
丑
・
辰
・

未
・
戌
の
三
年
に
一
度
（
中
野
獅
子
も
同
様
）
、
特
に
八
幡
と
津
観
音
の
獅
子
は
町

内
を
一
巡
す
る
と
そ
れ
ぞ
れ
帰
社
帰
寺
し
、
又
、
厳
重
な
格
式
が
あ
り
必
ず
神
官
が

付
添
い
、
舞
曲
中
に
祈
禧
し
神
符
を
授
与
す
る
の
が
例
で
あ
っ
た
。
祭
礼
の
獅
子
は

十
七
世
紀
中
頃
の
様
子
を
記
し
た
『
勢
陽
雑
記
』
に
「
獅
子
頭
二
箇
」
と
記
さ
れ
、

神
輿
渡
御
に
参
加
し
て
い
る
。
祈
濤
獅
子
舞
で
は
な
く
、
芸
態
は
同
様
で
も
練
り
の

獅
子

に
な
っ
て
い
る
の
が
、
絵
巻
に
描
か
れ
た
八
幡
獅
子
で
あ
ろ
う
。

　
輿
に
の
る
八
幡
宮
別
当
「
寒
松
院
」
（
昌
泉
院
）
、
八
幡
宮
神
主
の
「
丹
後
」
、
挟

箱
、
籠
、
提
灯
五
人
が
続
く
。

お
わ
り
に

　

最
後
に
、
惣
町
祭
礼
の
問
題
と
謡
・
能
文
化
の
影
響
の
二
点
を
指
摘
し
て
お
き
た

い
と
思
う
。

　
上

記
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
『
次
第
』
で
は
津
二
十
八
町
が
、
歴
博
本
で
は
二
十

七

町

が
参
加
し
て
い
る
。
歴
博
本
の
場
合
、
（
5
）
の
西
来
寺
町
と
と
も
に
草
刈
の

出
し
物
を
出
し
た
宝
禄
町
が
書
き
忘
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
樋
田
論
文
に
あ
げ

ら
れ
て
い
る
嘉
永
期
の
文
献
史
料
（
お
そ
ら
く
『
草
蔭
冊
子
』
）
で
も
、
五
番
に
西
来

寺
町
と
と
も
に
宝
禄
町
が
草
刈
の
出
し
物
を
出
し
て
い
る
。

　
い

ず
れ
に
し
て
も
、
二
十
八
町
と
い
う
参
加
町
の
数
で
惣
町
祭
礼
と
い
え
る
の
で

あ
ろ
う
か
。

　
津

町
の
有
力
町
人
ら
が
、
総
年
寄
と
し
て
伊
藤
又
五
郎
を
推
挙
し
た
寛
永
元
年

（
一
六

二

四
）
の
文
書
（
「
町
年
寄
推
挙
文
書
」
『
津
市
史
』
一
巻
）
に
よ
る
と
、
弥

三

垣
内
（
の
ち
京
口
町
）
、
西
町
、
西
ノ
番
、
当
（
塔
）
世
町
、
か
な
や
町
（
の
ち

釜
屋

町
）
、
か
や
町
（
の
ち
万
町
）
、
ほ
う
ろ
く
町
、
中
町
、
立
せ
こ
（
の
ち
立
町
）
、

新
立
町
、
東
町
、
大
門
、
中
ノ
番
、
宿
や
、
地
頭
領
、
分
部
町
、
新
魚
町
、
つ
き
じ
、

大
せ

こ
、
南
せ
こ
、
蔵
町
、
浜
の
二
十
二
か
町
が
あ
げ
ら
れ
、
江
戸
初
期
の
城
下
町

の

構
成
町
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、
『
勢
陽
雑
記
』
に
記
さ
れ
た
十
七
世
紀
半
ば
の
津
祭
礼
で
は
、
浜
魚
町
、

堀
川
と
新
中
町
、
東
町
と
西
来
寺
町
、
西
町
と
塔
世
町
、
釜
屋
町
、
萱
町
（
の
ち
万

町
）
、
築
地
町
と
山
之
瀬
古
町
と
新
魚
町
、
宿
屋
と
中
之
番
町
、
分
部
町
、
大
門
町
、

蔵
町
、
立
世
古
（
の
ち
立
町
）
と
西
ノ
番
町
と
京
口
町
と
宝
禄
町
、
新
立
町
、
地
頭

領
町
、
南
世
古
町
と
大
世
古
町
、
伊
予
町
と
岩
田
町
の
二
十
七
か
町
が
参
加
し
て
い

る
。
初
期
の
城
下
町
構
成
町
に
加
え
、
伊
予
町
と
岩
田
町
、
堀
川
町
と
新
中
町
、
山

之

瀬
古
町
、
西
来
寺
町
、
浜
魚
町
が
参
加
し
て
い
る
。

　

先
述
し
た
よ
う
に
、
近
世
後
期
で
は
二
十
八
か
町
が
祭
礼
行
列
に
参
加
し
て
お
り
、

『勢
陽
雑
記
』
に
比
す
る
と
、
北
町
一
町
が
未
参
加
の
み
で
、
残
り
は
全
て
同
じ
で

あ
る
。
当
時
、
北
町
は
未
だ
東
町
に
含
ま
れ
て
お
り
、
分
立
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら

で

あ
ろ
う
。
町
年
寄
支
配
町
で
あ
る
町
人
町
は
、
寛
延
（
一
七
四
八
～
五
一
）
頃
の

『宗
国
史
』
や
宝
暦
元
年
（
一
七
五
一
）
の
調
査
に
よ
れ
ば
四
十
三
町
の
町
名
が
報

告
さ
れ
て
お
り
、
江
戸
後
期
に
は
賛
崎
町
の
新
設
な
ど
も
あ
っ
て
更
に
増
加
し
、
明

治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
は
五
十
五
か
町
と
な
っ
て
い
る
（
「
各
区
戸
長
・
副
戸
長
・

総
代
名
簿
」
三
重
県
庁
蔵
）
。

　

こ
れ
ら
は
町
年
寄
支
配
の
町
人
町
の
数
で
あ
っ
て
、
侍
町
は
員
数
外
で
あ
る
。
武

家
屋
敷
地
に
お
け
る
一
番
町
な
ど
の
町
々
や
、
寺
町
も
城
下
町
成
立
時
か
ら
形
成
さ

れ

た
。
寺
町
は
町
奉
行
を
兼
ね
た
加
判
奉
行
の
直
支
配
（
じ
き
し
は
い
）
で
、
町
人

町
に
も
侍
町
に
も
含
ま
れ
な
か
っ
た
。

　
以
上
の

よ
う
に
、
八
幡
宮
祭
礼
に
は
、
幕
末
の
町
数
か
ら
す
る
と
、
町
人
町
の
内

の

半
数
強
の
町
し
か
参
加
し
て
い
な
い
。
こ
れ
で
惣
町
祭
礼
と
い
え
る
の
か
、
と
い

う
問
題
が
あ
る
。
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し
か
し
、
先
述
し
た
通
り
、
近
世
後
期
の
祭
礼
参
加
町
は
基
本
的
に
は
す
で
に
十

七

世
紀
半
ば
に
は
参
加
し
て
お
り
、
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
初
期
城
下
町
の
構
成
メ
ン

バ

ー
な
の
で
あ
っ
た
。

　
祭
礼
に
は
出
し
物
を
出
さ
な
い
他
の
町
人
町
も
、
同
様
に
八
幡
祭
礼
の
費
用
負
担

を
行
っ
て
お
り
、
特
に
出
し
物
を
出
す
二
十
八
町
は
歴
史
的
由
緒
を
も
っ
て
参
加
し

た
の
で
あ
る
。

　
以
上

の
理
由
か
ら
、
津
八
幡
宮
祭
礼
は
津
町
の
惣
町
祭
礼
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。　

本
稿
で
は
、
津
惣
町
祭
礼
と
下
位
レ
ベ
ル
の
個
別
町
祭
礼
に
つ
い
て
は
触
れ
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
出
し
物
を
出
す
二
十
八
か
町
と
各
町
の
祠
や
氏
神
の
祭
り
、

出
さ
な
い
残
り
の
町
々
と
そ
の
氏
神
の
祭
り
の
問
題
は
、
惣
町
祭
礼
研
究
に
お
い
て

重
要

な
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
関
し
て
は
、
今
後
に
期
し
た
い
。

　
次

に
、
出
し
物
の
特
色
は
津
の
町
人
の
謡
文
化
、
能
楽
の
素
養
が
反
映
し
て
い
る

点
で
あ
る
。
幕
末
の
津
八
幡
宮
祭
礼
の
出
し
物
は
、
津
町
人
・
藩
上
層
部
・
家
臣
の

嗜
好
を
反
映
し
て
い
る
謡
、
謡
曲
の
世
界
を
中
心
に
形
作
ら
れ
て
い
た
。

　
謡
曲
が
い
か
に
町
人
に
親
し
ま
れ
て
い
た
か
を
示
す
一
例
と
し
て
、
当
時
の
津
町

人

の

一
つ
の

家
、
現
在
の
津
市
上
浜
町
の
橋
本
信
賢
家
伝
来
の
図
書
に
お
け
る
芸
能

史
料
を
み
て
み
よ
う
。
同
家
の
史
料
は
津
市
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
、
現
在
橋
本
文
庫

と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。
同
家
は
文
化
年
間
（
一
八
〇
四
～
一
八
）
よ
り
味
噌
醤

油
業
を
営
む
素
封
家
で
あ
り
、
江
戸
時
代
は
醤
油
店
と
し
て
「
ジ
ガ
ミ
ホ
ン
醤
油
」

の
老
舗
と
し
て
繁
盛
し
た
（
『
津
市
図
書
館
蔵
橋
本
文
庫
目
録
』
、
一
九
九
一
年
）
。
同

文
庫
に
は
、
「
観
世
当
流
正
本
」
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
、
「
（
観
世
流
）
謡
本
」
安

永
五
年
（
一
七
七
六
）
、
「
観
世
流
謡
本
」
天
保
改
正
再
板
、
「
観
世
流
謡
本
」
正
徳

六
年
（
一
七
一
六
）
刻
、
改
正
再
板
、
「
観
世
流
謡
本
」
（
明
治
～
大
正
期
）
、
「
観
世

流
謡
本
」
一
八
九
九
～
一
九
一
七
年
、
「
観
世
流
謡
本
」
寛
政
十
一
年
刻
（
一
七
九

九
）
、
「
観
世
流
謡
本
」
一
九
四
一
年
、
「
喜
多
流
謡
本
」
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
、

「小
謡
百
三
十
番
」
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
、
「
（
今
春
）
百
番
謡
」
元
禄
十
三
年

（
一
七
〇

〇
）
、
「
謡
曲
正
文
」
一
九
〇
七
年
、
の
各
種
謡
本
が
あ
る
。

　
ま
た
、
歌
舞
伎
に
関
し
て
も
、
江
戸
期
に
愛
宕
山
（
津
市
安
濃
川
北
方
）
で
興
行

さ
れ
た
「
（
小
屋
掛
）
狂
言
芝
居
番
付
」
一
冊
が
あ
る
。
津
町
人
は
伊
勢
古
市
の
歌

舞
伎
を
見
る
機
会
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
津
町
人
は

津
観
音
の
年
中
行
事
に
お
い
て
も
演
能
を
鑑
賞
し
た
。
津
観
音
の
修
正

会
は
、
八
幡
宮
祭
礼
と
と
も
に
津
の
二
大
年
中
行
事
で
あ
る
。
津
観
音
の
御
厨
神
事

と
称
す
る
修
正
会
の
結
願
の
後
宴
と
し
て
演
能
が
あ
っ
た
。
正
月
二
十
五
日
か
ら
法

会
が
始
ま
り
、
晦
日
の
夜
に
修
正
会
が
あ
り
、
翌
二
月
朔
日
に
は
悪
鬼
を
追
い
払
う

鬼
押
え
が
行
わ
れ
た
。
鬼
押
え
の
前
に
、
能
が
上
演
さ
れ
た
。
伊
勢
神
宮
に
奉
仕
す

る
伊
勢
三
座
の
う
ち
勝
田
大
夫
が
「
鶴
の
子
渡
し
」
と
い
う
古
式
の
能
を
演
じ
た
と

伝
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
演
能
に
要
す
る
費
用
は
津
観
音
の
氏
子
と
な
っ
て
い
た
町

内
へ
割
り
当
て
ら
れ
た
が
、
そ
れ
が
猿
楽
銭
と
か
猿
楽
割
と
か
言
わ
れ
た
（
津
市
編

『津
市
の
旧
町
名
』
、
一
九
九
五
年
）
。

　

ま
た
、
藩
政
時
代
、
津
藩
の
能
楽
は
伝
統
的
に
喜
多
流
で
、
大
坂
の
戦
乱
後
、
藤

堂
高
虎
の
恩
顧
を
受
け
た
と
こ
ろ
か
ら
、
津
と
九
州
に
は
喜
多
流
が
多
い
と
い
わ
れ

る
。
城
跡
の
高
山
神
社
で
は
高
虎
の
命
日
に
は
能
を
奉
納
、
銀
杏
の
木
の
西
側
に
能

舞
台
が
あ
り
、
恒
例
行
事
と
し
て
賑
わ
っ
た
（
村
田
博
「
津
市
民
能
」
『
津
歴
史
散
歩
』
、

一
九

九
六
）
。

　
本
来
、
祭
礼
の
出
し
物
は
毎
年
新
作
す
る
と
い
う
の
が
風
流
の
精
神
で
あ
っ
た
が
、

五

本
の
近
世
後
期
の
絵
巻
を
検
討
す
る
と
、
造
作
が
小
規
模
の
高
野
聖
と
傘
鉾
の
み

が
毎
年
趣
向
を
替
え
る
出
し
物
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
以
外
の
練
り
物
・
曳
き
物
・
釣
り
物
の
趣
向
は
多
く
が
固
定
し
て
お
り
、
そ

の
ほ

と
ん
ど
が
能
の
一
場
面
を
作
り
物
に
し
た
の
で
あ
る
。

　
一
か
町
の
出
し
物
の
構
成
は
、
全
て
揃
う
と
、
町
印
＋
練
り
物
＋
曳
き
物
＋
釣
り

物
か
ら
成
っ
て
い
た
。

　
歴
博
本
と
『
次
第
』
で
は
、
山
伏
、
高
野
聖
、
小
鳥
威
し
、
唐
人
行
列
、
傘
鉾
、

七
福
神
が
練
り
物
の
み
で
あ
り
、
石
水
本
で
は
山
伏
、
高
野
聖
、
小
鳥
威
し
、
傘
鉾
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が
練
り
物
の
み
で
あ
る
。

　
歴
博
本
の
み
に
、
小
鳥
威
し
が
二
か
町
の
出
し
物
と
し
て
出
た
の
は
、
津
藩
に
お

け
る
鷹
狩
の
占
め
る
位
置
が
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
津
城
下
の
北
の
端
に

鷹
匠
町
が
あ
り
、
幕
末
の
「
御
家
中
屋
敷
割
」
（
樋
田
清
砂
氏
蔵
）
に
よ
る
と
、
軽

士
十
五
人
が
居
住
し
て
い
る
（
『
津
市
の
旧
地
名
』
）
。

　
唐
人
行
列
の
祭
礼
風
流
に
関
し
て
は
、
近
世
前
期
の
祭
礼
と
も
合
わ
せ
て
考
察
す

べ
き
問
題
で
あ
る
の
で
、
今
後
に
期
し
た
い
と
思
う
。

　
本
稿
を
草
す
る
に
あ
た
り
、
樋
田
清
砂
先
生
、
津
市
教
育
委
員
会
文
化
課
の
萱
室

康
光
氏
（
当
時
）
、
園
田
純
子
氏
に
史
料
閲
覧
そ
の
他
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

石
水
博
物
館
に
は
絵
巻
の
写
真
掲
載
を
御
許
可
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

（
日
本
女
子
大
学
人
間
社
会
学
部
、
元
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
民
俗
研
究
部
）

　
　
（
二
〇
〇
〇
年
三
月
三
十
一
日
受
理
、
二
〇
〇
二
年
十
一
月
五
日
審
査
終
了
）
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Historical　Materials　and　Images　of　the　Tsu　Hachiman－gll　Shrine　Festiva1：

Socho　Festivals　at　the　End　of　1血e　Edo　PeHod

FuKuHARA　Tbshio

In　some　fξstivals　in　various　cities，　including　castle　towns　that　had　been　political　cities　in　early　mod－

ern　times，　festivals　for　a　single　to㎜community　and　joint　festivals　for　dozens　of　town　communities

coexisted　in　a　stratified　way

　　　In　this　paper，　I　examine　the　festival　of　the　Tsu　Hachiman－gu　Shrine，　located　in　Tsu　City，　in　Mie

Prefecture．　I　looked　at　a　Socho　festival　in　a　castle　town　at　the　end　of　the　Edo　period　by　studying　a

volume　of　the　Tsu　Hachiman－gu　Sairei　Emaki（“Picture　Scroll　of　the　Festival　at　Tsu　Hachiman－gu”）

from　the　collection　at　the　National　Museum　of　Japanese　History　and　a　volume　of　the　Tsu　Hachiman－

gu　Sairei　Emaki（“Picture　Scroll　of　the　Festival　at　Tsu　Hachiman－gu”）廿om　the　collection　of　the

Sekisui　Museum，　as　well　as　analyzed　the　Hachiman－gu　Sairei　no　Shidai（“The　Procedures　of　the

Hachiman－gu　Festival　of　August　15，　Tempo　13（1842），　the　Year　of　Tiger”）from　the　collection　of　the

Mie　Prefectural　Librar￥

　　　Furthermore，27　town　districts　participated　in　a　Tsu　festival　during　the　mid－seventeenth　century

that　was　recorded　in　the　Seiyo　Zakki（geographical　journal　of　the　present　Mie　area）．　Seven　of　these

were　new　participants　in　addition　to　the　above・mentioned　town　districts　that　originally　comprised

the　castle　town．

　　　Judging　from　historical　documents，28　districts　in　Tsu　participated　in　the　machikata　dashimono

（parade　of　town　districts）at　the　Tsu　Hachiman－gu　festival　at　the　end　of　the　Edo　period，　and　the’ma－

terials　at　the　National　Museum　of　Japanese　History　say　that　27　districts　in　Tsu　participated．

　　　As　I　mentioned　earlier，28　districts　participated　in　the　dashimono　part　of　the　festival　at　the　end　of

the　early　modem　period，　which　is　almost　the　same　number　described　in　the　Seiyo　ZakkL

　　　Next，　I　focused　upon　how　utai（Noh　chanting）culture　and　knowledge　of　nohgaku（the　study　of

Noh）of　the　Tsu　townspeople　were　reflected　in　the　characteristics　of　the　dashimono．　The　dashi－

mono　during　festivals　at　Tsu　Hachiman－gu　at　the　end　of　the　Edo　period　were　structured　so　as　to　be

based　on　the　world　of　utai　and　yokyoku（Noh　songs），　which　reflected　the　taste　of　the　townspeople，

the　upper　class，　and　the　vassals　of　Tsu．
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